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01　幻想？　いいや現実だ！












　人魚は一生に一度だけ恋をして、それに破れると泡になり消えてしまう。

　え？　そんなのお伽噺だって？

　──いいや、お伽噺なんかじゃない。

　これは本当のことだよ。






　ラナ・クラークは疲れていた。

　その疲労はラナの体をチリチリと焼け付くように蝕み、残りわずかな体力もすべて奪い去っていく。切り立った岩場はブーツ越しの足裏にダメージを与え、苔や海藻の貼り付いた表面は泥濘ぬかるんで足許が覚束ない。滑らないよう脚に力を込めて歩くのは存外疲れるもので、ラナのその矮躯は、服の下でじっとりと汗ばんでいた。

「っ、はぁ……やだ、もう、帰り、たい！　いま、すぐ、帰り、たい！」

　たまらず泣きごとを漏らしてみるが、誰が反応してくれるわけでもない。呼吸に合わせて言葉を切りながら、なんとか一歩、また一歩と歩みを進めた。

　ブーツのすぐ横では、打ち寄せる波が、バシンと叩き付けるような音で荒れ狂っている。ラナの立つ岩場にはギリギリ届いていないが、ベタつく潮の混ざった飛沫が頬にかかるのが忌々しかった。

　今すぐにでも帰りたい。でも、帰れない。ラナはこの先にある拓けた海蝕洞かいしょくどうに用があるのだ。

　ラナはそこに、昔一度だけ訪れたことがある。ラナの記憶にあるその洞窟は、五メートル四方に広がった程度の所狭い場所で、岩からなる低い天井の一部が倒壊して隙間から光が差し込む荘厳な空間。きっとラナ以外の人間が踏み込んだことのない場所である。

　二度と、もう二度と行くことはないと思っていた。

「もう少し……、あと……ちょっと……！」

　この岩場の細い部分を抜ければ、その先は──。

　ようやく洞窟の内部に侵入したラナは、湿った地面で膝が濡れるのも構わず、その場にへたり込んだ。脚がもうガクガクと震えているし、なによりも達成感に立っていられなかった。

　洞窟の真ん中は、地下側から流れ込んだ海水が小さな湖状になっており、そこをじっと見詰めた。それは、記憶にあるよりもずっと鮮麗な空間だった。

　不純物が少なく、透明度の高い海水は青く、青く、どこまでも突き抜けるような青さを誇り、海底に溜まった砂が白砂なことも、この青さに拍車をかけていた。エメラルドグリーンとコバルトブルーの間を取ったような、形容し難い海水の美しさが眼下に広がった。薄暗い洞窟の中で、微かに差し込む光を水場が取り込み、光源として光っている気さえした。沈む白亜の流紋岩と、サンゴ礁の色が、水面に反射してゆらゆらとコントラストを作り、なんとも幻想的な雰囲気で。

　だが、なによりもラナの目を釘付けにしたのは。

　その湖のような潮だまりに、揺蕩たゆたうように下半身を沈め、陸に腰掛けた髪の長い男の後ろ姿であった。

「ぁ……」

　やっと、やっと見付けた。

　声をかけようとしたけれど、ラナの喉から出たのは掠れた小さな呻きで。その声を敏感に察知した男は、咄嗟に海に潜って逃げようとした。それに慌てたラナは自分で想像するよりも存外に大きな声で叫んでいた。

「待って!!」

　小さな洞窟内にラナの叫びが響き、男は大袈裟なほどビクンと体を震わせて固まった。そして数拍置いたあとに、ゆっくりとラナの方へと振り返ったのだった。

「…………」

「あ、あの……待って、行かないで」

　ラナはへたり込んでいた場所からなんとか立ち上がると、疲弊した脚を叱咤してゆっくりと男に近付く。男は近付いてくるラナを注意深く眺めていたが、漸近ぜんきんしてくるラナの顔を見るとにわかにその警戒心を緩めたようだ。

「あ、君は……」

　男の低く優しいバリトンが洞窟内を反響して、ラナの耳朶を打った。その心地よさに、思わずラナは小さく体を震わせてしまう。ラナが男に近付くにつれ、ラナからも陰っていた男の顔がよく見えるようになった。

　男は、腰まであるペールアクアの蓬髪ほうはつを揺らして、岩場に手をかけている。氷が裂け、海水と混じり合ったような透明度の高い水の色。彫りの深い眼窩に落とし込まれているのは、髪と同系色の澄んだ宝石のような瞳で。高い鼻梁と薄い唇は、神自身が丹精込めてバランスを取って作ったと言っても過言ではない程の造形美である。そして、その引き締まった肉体。彫刻家が理想を詰め合わせて彫り込んだような耽美な上半身は、正に芸術品と呼ぶにふさわしい。

　ラナはその筋張った筋肉に思わず見惚れ、涎が……。おっといけない。

　この洞窟は、ラナの記憶よりもずっと美しいが、男もそう。ラナの朧気な記憶よりも、ずっと眉目秀麗の凛とした佳人であった。

　ラナはぽうと染まりそうになる頬を隠すために、着ているブカブカのローブのフードをぐっと低く下ろした。

　分かっていた。ラナはこの人が好きだと、最初から、訪れる前から分かっていたのに。

　対面してしまうともう駄目だった。ラナの胸中で暴れる心臓を、服の上からぎゅうと掴んで押さえ付ける。そして、この高鳴りを誤魔化すために。大きな声で男に向かって、こう叫んだのだ。

「あの、あの……」

「……？」

「あの……泣いてもらえませんか!?」

「いやちょっと落ち着いて」

　男の艷やかな下半身が、パシャンと水を叩いた。

















02　上から目線だが許す












　男が水面に打った下半身は滑らかな鱗に覆われており、尾ひれが付いている。

　これは、男が人間ではない、なによりの証だった。そう、男は人魚である。

　水の中をゆらゆらと左右に揺らす尾を見ながら、ラナはきゅっと口を引き結んだ。臍の下側にある鱗の境目は薄い水色で、尾の先にいくにつれ濃くなる色合いは、藍色。美しいグラデーションに思わず目を奪われながらも、唐突に泣けと言ってしまった非礼を詫びた。

「はっ、すみません。取り乱しました」

　ラナが慌てて男に謝罪をすると、男はなにがおかしいのかクスクスと笑い、そして小さくいいよ、と溢した。男が傍の小さい岩をポンポンと叩いたので、ラナは促されるまま、おずおずとその岩に腰掛けた。岩のひんやりとした冷気が服越しに伝わり、なんだか落ち着かない。わざわざ乾いた岩を選んでくれるさりげない優しさに、また胸が高鳴りそうになり、ラナはそれを抑えながら男に向き直った。

「……どうして僕の涙が欲しいの？」

「実は、素材として欲しいんです。幼馴染が稀有けうな呪いにかかってしまいまして……」

「へぇ、なるほど。で、人魚の涙が必要になったんだ」

　誤魔化したりしても碌なことにはならないので、ラナは素直に事情を告げた。呪いという単語ですぐに事情を察した様子の男は、首に掛けた飾りを指で弄りながら呟いている。ラナはぶんぶんと首を縦に振って肯定し、男の返事を待った。

　男は、指で弄んでいた飾りを取り、手の平に乗せてラナの目前まで差し出した。そしてほんの少し意地悪な顔をして、こう言ったのだ。

「欲しい？　ふふ、実はいま手元に一つあるんだけど…。でもこれはあげられないんだ」

　眼前に差し出された指先ほどの小さな石に、ラナは瞠目してじっと魅入ってしまった。人魚の涙を見るのは初めてのことで、驚嘆したままマジマジと眺めてしまう。

　透明な、石。それは水晶やダイヤモンドにも似ているが、まったく異なるものだ。

　中にオーロラを閉じ込めたように角度で色彩が変わり、それなのに向こう側が透けて見える透度を携えた小さな欠片。この小さな粒にどれほどの価値があるかなんて、ラナは考えたくないくらい高価なもの。

「ぁ……」

　男が首に飾りをかけ直すのを目で追い、つい情けない声が口から溢れ出した。

　人魚の涙。それは恋をした人魚が流す涙が宝石になったもの。

　恋をしていない人魚の涙は人と同じ液体だが、恋をした人魚の涙は、目から溢れた途端、結晶になってポロポロと固まる。

　しかも、人魚の恋は一生に一度。一度誰かに恋をすると、その相手に焦がれ、焦がれ、焦がれ続け、その相手だけを想い生涯を閉じるのだ。

　つまり、男がこの宝石を持っているということは。と、そこまで考えてラナの視界がじわりと歪みそうになった。

　叶えようとも思っていなかった恋だ。名も知らぬ、片思いの相手である男。会うつもりだってなかった。今日見付け出したのは、致し方ない事情があってのこと。それなのに、期待をしてしまっていたのだろうか。なにを、期待していたのだろうか。

　この男には、既に好きな人が居るのだと、目の前で証拠をまざまざと見せ付けられた。ラナの一方的な片思い、失恋が確定した瞬間だった。

「だからさ、そんなに欲しいなら僕を泣かせてみてよ」

「……はい？」

　その人魚は悪戯っぽい表情で、どこか試すような物言いをしながら水を指先で撫でた。海蛍が、揺らされた海面の刺激でキラキラと発光して、まるで男の魔法のようだ。

「だから、人魚の涙が欲しいんだよね？　なら僕を泣かせてみて。そうすれば僕の涙を、好きなだけ君に捧げるよ」

「でも……泣かせるってどうやって……」

「そこは君の腕の見せどころじゃないのかなぁ。悲しい話をするもよし、嬉し泣きさせるもよし。君の裁量次第だよ。そうだな、明日が満月だから……期間は満月が三度訪れるまで。どう？」

「はぁ……」

　気の抜けた返事をするラナに、男は人好きのする優しい笑みを浮かべて提案してきた。ラナは貪欲に頭の中で思案する。

　人魚の涙は欲しい、物凄く欲しい。

　だが、自分に誰かを泣かせることなどできるのだろうか、と不安が募った。

　しかし、ラナには他に、希少種である人魚の知り合いはいない。人生で彼以外の人魚を見たことすらないのだ。相手はどうやら、ラナと会ったことは忘れているようだが。

　ともかく、他に伝手がないのであれば、いずれにせよこの男に頼らざるを得ない。

　ラナは決意を込めて、男の提案に頷いた。

「あの、じゃあ……やってみます」

「そうか、良かった！　僕はフィーリオ・デュー。フィーでいいよ、よろしくね」

「私はラナ・クラークです。フィー、よろしくお願いします」

　初めて知った片思いの相手の名を、ラナは口の中で声には出さずに、もう一度、復唱する。それは甘美な毒のようにラナの体を駆け巡り、潮の香りのする空気が甘く感じられる熱量を以て、ラナの心を犯した。

　こうして人魚の男、フィーリオと、ラナの奇妙な契約が結ばれたのだった。

















03　それは見事なバーコード












　ラナは不思議だった。

　どうしてフィーリオはラナに協力してくれるのか。フィーリオには一切のメリットはないのに、と思うものの、ラナが思い出したのはフィーリオのワクワクとした表情だ。気紛れで有名な人魚の行動だ、ラナに推し量ることなどできようもない。

　ただ、この人魚の僥倖ぎょうこうな気紛れに乗るしかないのだから、考えても仕方ない思考を散らし、すり鉢の中身を潰す作業に集中した。ゴリゴリと素材が擦り潰れる音がラナの工房に響き、素材の独特な青臭さが広がった。

　ラナには嗅ぎ慣れた匂いだが、薬草の匂い全般が嫌いな幼馴染は滅多なことではこの工房へと足を運ばない。そんな幼馴染が神妙な顔でこの工房に現れたのは一月前のことだ。

　驚くラナを尻目に掠れた声で言ったのだ。俺は呪いにかかっている、と……。

　端緒と言える一月前の出来事。ラナはいつもどおり朝早くに目覚め、いつもどおり小屋の裏手にある薬草に水を与え、いつもどおり請け負った仕事をこなしていた。

　森の中で一人きりで生活をする錬金術師。それがラナ・クラークである。

　錬金術師といっても、黄金を錬成したりはしない。仕事は主に薬品作りが中心で、細々と生活をしている。あまり単価のいい仕事ではないので、数をこなすしかないラナにとって、生活の大半を過ごすのは工房であるこの部屋だった。

「邪魔するぞ」

　いつもと違ったのは、その日の午後、普段ならここに寄り付きもしない幼馴染が訪ねてきたこと。

　ラナは驚いて、世の紳士諸君に人気である〝髪がたくさん生えるかもしれない薬〟を床にぶちまけてしまった。

「ラナ、久しぶりだな」

「マシュー！　どうしてここに？　私の工房は嫌いでしょう？」

「そうも言ってられない事情がある」

　幼馴染であるマシュー・グルドはその精悍な顔付きを歪め、ゴチャゴチャとしている工房の床を縫って歩き、我が物顔で唯一の椅子にドシリと腰掛けた。

　帯剣しているので、恐らく仕事の休憩中に訪れたのだろう。普段は煩わしいからと被らない、軍服と揃いの帽子までしっかりと被って、どうやら気合充分に仕事に励んでいるようだ。

　それにしてもなんて横柄な態度なのだ、と溜め息を溢しながら、ラナは薬品を作る手を止めて床の液体を掃除し始めた。

〝髪がたくさん生えるかもしれない薬〟とは名ばかりで、結局のところ海藻のエキスを抽出しただけの栄養剤なので、別にそのまま乾いてしまっても問題はないのだが。それでも割と効果はあるようで、ラナの大切な収入源の一つがこの薬だ。

　唐突な訪問者への動揺を隠す為に、ラナは雑巾を握って手をゆるゆると動かした。

「助けてくれ、頼む」

　マシューの言葉に、ラナはピクリと反応する。床を拭く手を止め、ゆっくりと視線を椅子に向けた。

　マシューとは小さいころから一緒に居た、文字通り幼馴染である。気弱で押しに弱いラナは、幼い頃同年代の男の子達から揶揄いの標的にされ、毎日泣かされていたのだ。

　年上で、かつ正義感の強いマシューは、そんなラナを見過ごせなかったのだろう。辺りに住む男の子達の中でも一際大きな体を持つマシューの傍にいれば、ラナは虐められることはなかったし、ずっと守ってもらっていた。

　いつもいつも、助けてもらうのはラナのほうで、マシューから助けを求めてくることなんて一度たりともなかったのに。

　ラナの怪訝な視線と、マシューの切実な視線が絡まって、二人はしばらく見詰め合った。

「と、申しますと？」

「俺は呪いにかかっている」

「呪い……」

「その……言いづらいんだが……」

　マシューは視線を汚い床に落として、言葉を詰まらせている。豪快でキッパリとした物言いをするマシューが、こういうふうにもごもごと口籠るのを初めて見たラナは、驚きつつも急かさず辛抱強く返答を待った。

　ガッシリとした体躯でモジモジとしているマシューだが、普段は軍人として采配を振るっている。元より持つ正義感が功を奏し、いくつもの功績を上げ、そこそこ地位のある騎士として名を馳せているらしい。騎士なんていう名誉称号を貰うくらい凄いようだが、ラナはこの森で、ほぼ誰とも関わらず暮らしているため世情には疎く、詳細は知らない。とにかくめっちゃ凄いらしい、程度の情報量だ。幼馴染なのに。

「実は……これを見てくれ……」

　なんだなんだとラナがその場で立ち上がると、マシューは普段は着けない角ばったフォルムの軍帽をそっと脱ぎ去った。それを見下ろし、身構えながらなに出てくるのか見守った。

　帽子を取ると、フワリとマシューの榛色はしばみいろの髪が揺れ……ない。

　帽子の下には、見慣れた毛量の多いマシューの硬い髪が見え……ない。

「……は!?」

　ラナは裏返るような甲高い驚嘆の声を上げその場で固まった。毛量の多い榛色の硬い髪の毛、それがマシューの頭にはあったはずだ。

　それなのに、それがない。否、あるにはあるが、量が少ない。圧倒的に。いわゆるてっぺんハゲのような形で、頭の上部分の髪が薄くなっていた。網目状に撫で付けて誤魔化そうとしているのが見て取れるが、誤魔化し切れてもいない。

　見慣れぬ見るも無残な頭の下にあるのは、見慣れた幼馴染の顔だった。ラナは無意識のうちに自分の目が潤んでいることに気が付いた。そして、震える唇を開く。

「マシュー……可哀想に、ついに時期が来たんだね……」

「ち、違う!!」

　普段はラナに優しいマシューの怒声が、小さな工房に響き渡った。

















04　ちょっと恨みが強すぎる












「いや、でも、違うって言ってもさ……」

「違う、これは俺の体質じゃない、呪いなんだ！」

　必死な様子でそう告げるマシューに、ラナは呆れた顔を見せた。

　なんと往生際の悪い事か。世の薄毛に悩む男性は、往生際悪く育毛に手を出すことはあっても、それを呪いのせいにはしない。

　この幼馴染は豪胆で勇猛、敢然たる性格であると思っていたのに、とラナは落胆して見せた。

　そんなラナを見てマシューはさらに焦りを募らせている。そして、マシューがこれは呪いだと思う理由を話し始めた。

「実は……二月程前の事だ……」

　とりあえず話だけでも聞いてやろうじゃないか、と。ラナはその気鬱に暮れた目を見ながら、マシューの声に耳を傾けた。

　二月程前、マシューは自らの部隊を率いて辺境の地に足を踏み入れた。

　巷を騒がせている犯罪組織がこの辺りを根城にしているという情報が入ったからだ。

　その犯罪組織はここ数年で急激に勢力を伸ばしたらしく、黒い仮面で顔を覆った男を主犯に活動している。窃盗、誘拐、殺しまでなんでもするような極悪人の集まりで、逃げ足が早く中々捕まえられず、軍も手を焼いている存在だった。

　そんな犯罪組織を、有能なマシューの部隊はかなりいいところまで追い詰めたらしい。

　あと一歩、というところで主犯格の男は取り逃がしてしまったが、それでも手下の大多数を捕縛することに成功した。

　主犯格の男に付き従っていたのは腕のいい呪術師の男で、マシューはその男も捕らえようと、呪術師の腕を捻り上げて地に押し付けた。しかしどうやらその呪術師は妬み、僻み、嫉みの塊のような存在だったようで。

『クソ、クソクソ、クソっ！　俺はお前みてぇなのが大ッキライなんだよ！　高身長で、引き締まった体に、女好きする男前な顔で、強くて、髪もフサフサで!!　お前も苦しみやがれ!!　くらえ、〝髪がとんでもない勢いで抜け落ちる〟呪いを！』

　そう吐き捨てるように言った髪の薄い呪術師の腕輪から、黒い靄もやが出て、マシューはその靄に包まれた。驚きのあまり思わず手を離してしまい、呪術師の男はその隙に逃げてしまう始末だ。

　マシューの部隊は数名の構成員を逮捕してから、その日のうちに撤退した。呪術師の男の言葉が気になったものの、マシューはそんな呪いを見たことも聞いたこともなかったので、呪術師の世迷い言、たわごとだと高を括り決め付けて。

　しかし翌日から、呪術師の呪いの怖さを思い知る羽目になった。

　まず朝起きた時だ。ベッドの枕に散らばる自らの髪の量に一抹の不安を覚えた。少し……多い気がする。否しかし、そういう日もあるだろう。たまたまだ、たまたま、と。

　こういうものは思い込みである。プラシーボ効果のように、あんなことを言われたから気になって目につくだけなのだと自分に言い聞かせた。

　だが、何気なく髪を掻き上げた時に指に絡まる抜け毛の量がいつもより多かったり。洗髪をした時に排水口へと流れゆく榛色の面積が増えているのを見たり。部屋の掃除の時に落ちている髪の量に慄おののいたり。

　極めつけは、仕事中に自分の部下が、マシューの頭を見て気不味げに目を逸らした時。マシューはこの呪いが本物であると確信したのだ。

　確信はマシューに焦りを齎もたらし、即座にありとあらゆる手を試した。真っ先にやったのは解呪の出来る呪術師を探すこと。軍のツテを最大限に使って見付け出した国一番の呪術師は、マシューに向かってこう言った。

『これは、かけた本人しか解けない類のオリジナルの呪いです。かなり複雑に術式が絡み合っていて、何層にも何層にも折り重なっている。これだけの呪術を組むのは相当大変ですよ、それこそ親を殺された呪術師が復讐に使う死の呪いを組み上げる時と同等の執念を感じますね。諦めてください』

　しかしマシューは諦めなかった。諦められるわけがなかった、男として。

　これが体質によるものならば天命と諦念を抱くこともできただろうが、これは人為的な拷問だ。こんな呪いにかけられるくらいならばいっそ殺してくれ。片思いをしているパン屋の娘にアタックすることもできないではないか。

　マシューが次に試したのは頭皮に刺激を与えて髪を生やす櫛、高級な育毛剤に、髪にいいと噂の洗髪剤。

　だがどれもこれも質はいいものだが、あくまでも抜け毛の進行を遅らせるだけに過ぎない。呪いは強かった。

　そして。そろそろ軍帽で隠すのも限界に近付き、マシューはラナを頼ることにしたのだ。

「と、いうわけだ」

「なんて呪いをうちに持ち込んでくれるんだ、帰れ」

　ラナは唖然として口を開き、そして辛辣に幼馴染を謗った。マシューが嘘をいう人間ではないことは知っているので、この話は間違いなく真実なのだろうが、聞くからに……いや、見るからに厄介な案件であることは間違いない。

　幼馴染が苦しんでいるところ申し訳ないが、死ぬわけではないなら関わりたくないというのがラナの本音だ。

「……もうお前しか頼れないんだ、頼む、ラナ」

「やだ！　嫌だよ、国一番の呪術師でも解呪できない呪いなんて、私の手に負えるわけない！」

「…………ラナ……」

　突っぱねようとそっぽを向いて腕を組むが、マシューの悲痛な落胆した声が耳朶じだを打ち、ラナはぐぬぬと喉の奥から呻きを漏らした。

　しばらくの間、腕を組んだ体勢でツンとしていたが、チラリと見たマシューは項垂れていて普段の豪気さは欠片も見当たらない。そして、頭部の髪も見当たらない。

　ラナははぁと深い溜め息を溢して、組んでいた腕を下ろした。

「……とりあえず、触診してみる」

「……！　ラナ！　ありがとう！」

　ラナがそう言うと、マシューは勢い良く立ち上がってラナの手を握って礼を言った。

















05　そして冒頭へ












「じゃあ……ちょっと触るね」

「ああ」

　ラナはマシューをもう一度椅子に座らせて、差し出された頭を覗き込んだ。これはもう、まごうことなき見事な……。

　よそう、それよりも触診だ。

　髪に指を差し込むようにして絡め、髪に流れる魔力を集中して読み取る。マシューが見付けた国一番の呪術師の言うとおり、かなり複雑に絡み合った魔力が手を伝って流れ込んで来た。

　ラナはその陰鬱な魔力の気配にゾクリと鳥肌を立てる。あまり触れたくない類たぐいの魔力にラナは咄嗟に手と体を引いた。

「あっ……」

「あっ？」

　咄嗟に引いたことで指に絡めていた髪がゴソリと抜けて、ラナはマズイと髪の絡まった手を背中に隠す。ぶわっと全身から冷や汗が吹き出した。

　マシューが大切に大切にしていた残り少ない髪を……。

「な、何でもない……。それより、解呪に一つ心当たりがあるの」

「そうか！　本当か！」

　ラナは取り繕うように矢継ぎ早に言葉を繰り出した。

　申し訳なさで心が痛い、こうなったらなにがなんでも解呪してやろうと決意する。小さいころさんざん助けてもらったのだから、恩を返すならば今だろう。

　マシューの嬉しそうな顔を見て、罪悪感にジクジクと心臓が痛んだ。

　ラナは背に手を隠したまま本棚に近付いて、本棚の陰にパッ、パッと手を散らして証拠の隠滅を謀りながら、反対の手で一冊の分厚い本を取り出した。腕に抱えるとパラパラと捲って該当箇所を探して視線を泳がせる。

　すぐに見付けることができたそのページを開いたまま、ラナはマシューに本を手渡した。

「ここ、これだね」

「〝どんな呪いも解ける秘薬の製法〟？　これだ……俺の求めるものは！」

「うん、そうだね。でも、素材を手に入れるのが物凄く難しいものばかりだよ」

「かまわない、俺が用意する。なにが必要なんだ？」

　真剣な顔で問い掛けてくるマシューを横目にペンと紙を取ると、ラナはさらさらと用紙に必要なものを書き出していく。その紙を横から覗き込んだマシューは、徐々にその顔を引き攣らせた。

「ええと、千年生きた亀の甲羅に生える苔と、虹色蛙の吐く溜息、ハイエルフの髪一本と、砂漠のオアシスの水底に咲くガラスの花。後はマグマの中に生える苺の実と、冬に生きる蝶の鱗粉、ユニコーンのまばたきの風、国で一番高い木の上から三番目に付いている葉。それから最後に、人魚の涙からできた宝石」

「…………」

　マシューはその精悍な顔を厳しく歪めてラナから紙を受け取った。そして唇を薄く開いたまま固まっている。

　明らかに入手困難と思われる品物を羅列されたマシューを可哀想に思うが、恐らくどうあってもラナには手に入らないものばかりなのだ。

「なんとかしよう」

　マシューの髪への執念がその言葉を紡がせた。

　それからたったの一月。たったの一月で、マシューは必要な素材の大半を集めてしまった。

　その努力は涙ぐましく、どこか窶やつれた様子で素材を持って来てはラナの家に置いて帰る。

　しかし、残り三つの素材が集まらないのだと言う。千年生きる亀の甲羅に生える苔、冬に生きる蝶の鱗粉、そして人魚の涙。ユニコーンのまばたきの風を届けに来たマシューは、これから雪の降りやまぬ土地に蝶を探しに行くらしい。あまりに哀愁の漂うマシューの後ろ姿を見て、ついラナはこう言ってしまったのだ。人魚の涙は、私が持ってこようか、と。






　フィーリオと話した翌日、ラナは落ち着かずに朝からソワソワとしていた。これから毎日、フィーリオがラナの工房を訪ねて来ることになっているのだ。

　この工房に来るのは主に依頼人か行商人くらいのもので、森を抜けて湖を越えてまでここに来るものは少ない。ラナは来客があるという緊張感で落ち着かない様子を見せた。好きな人には好きな人がいる。それが分かっていても、ラナの恋心がすぐになくなることはない。期間が限られているとはいえ、好きな相手に毎日会えるというのは嬉しいものだ。

　フィーリオを泣かせる、といってもなにをすればいいのか。ラナには、毎日あの切り立った岩場を突き進んでフィーリオに会いに行くことは難しい。そう言ったラナに笑って見せたフィーリオは魚の下半身を尻尾のようにふりふりと左右に揺らしながらこう言った。

『僕が毎日行くよ、転移の魔法が使えるからね。ある程度纏まった水のある場所へなら、どこにでも転移出来るんだ。魔法はちょっと苦手なんだけどね。……人型で街へ行くのは久しぶりだなぁ、楽しみだよ』

　なるほど、それならばラナにも都合が良かった。小屋のすぐ横には湖があるし、ここに転移してもらえば会いに来るのも容易いだろう。

　ただ残念ながら、ラナの家は街ではなく森の中だけれど。そう告げると、フィーリオはそれはそれで楽しそうだからかまわないと言っていた。まったく、なにを考えているのか分からない人魚である。

　それにしても遅いな、とラナは窓から湖を眺めた。広がるのは大きな湖畔で、その岸近くの水面がなにやらバシャバシャと跳ねているのが見えた。

　大きく飛沫を上げる水と、ぶわりと広がる波紋に、ラナは窓に近付いて目を凝らした。ガラス越しに目を細めると、小舟の側で大きな尾ひれが水面から出たり入ったりと、忙しそうに跳ねているのが見える。ラナは家を飛び出し、慌てて湖へと駆け出した。

















06　笑うところじゃねぇな












　ラナが波紋の広がる場所に辿り着くと、そこにはフィーリオが居た。但し、その肢体は小舟を繋いでいるロープにぐるぐる巻きに絡まっていて、解こうと藻掻いて余計に絡まったのか困り果てているようだ。ラナはフィーリオをぽかんと呆けた顔で眺めた。

「あ、ラナ。こんにちは」

「えっ、あ、はい、こんにちは。……ではなくて、フィー！　なぜこんなことになっているんですか！」

「はは、いやぁ……。転移魔法の座標を間違って、丁度ロープの束の上に出ちゃったみたいで。ううん、やっぱり魔法は苦手だ。水の魔法だけは人一倍得意なんだけど」

　フィーリオは、参ったなぁ、なんて呟きながら、水の中をぐるりと回転している。そのせいで、ロープがよけいに体に絡み付いて、引っ張られた小舟がぐらぐらと揺れた。ラナは急いで岸にしゃがむと、ダマになり複雑に絡んだロープを掴み、慌てて口を開く。

「まっ、待って！　動かないで、今解きますから」

　ロープを手繰り、端からゆっくりと丁寧にロープを解いていく様子をフィーリオは楽しそうに見ているようだが、ラナは必死でそれどころではない。

「はい、これでどうでしょうか」

　最後の絡まりを解いたラナはロープを湖に戻す。フィーリオはそのロープの絡まりから抜け出すと、嬉しそうに岸に寄ってその上半身を陸に打ち上げた。

「わ、ありがとう！　一時はどうなることかと……。さぁ、遅れちゃってごめんね。君の家へ行こうか」

「そうですね、って、ぎゃああああ！」
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　陸に上がったフィーリオは体の具合を確かめるように、腕を伸ばして伸びをしている。だが、ラナはそれを見るやいなや、喉奥から上擦った叫びが込み上がり、フィーリオからばっと視線を逸らした。ぱしゃ、と波を立てながら陸に上がったフィーリオの下半身は、つい先程まで鱗に覆われていたはずなのに、一瞬で人間と同じ脚に変わっていた。そのスラリと長い脚は見惚れるほど美しいが、バッチリと見えた下半身はモッコリとしたものがぶら下がっていた。ラナは今ほどフードの存在に感謝したことはない。

「ふ、服、服を！　服を着てください！」

「あ、そっかごめんね。服を着るって習慣がないから忘れてたよ」

「な、なにか着られるものを持ってきますから、待って!!」

　そう言うと、ラナはくるりと踵を返し、家へ向かって駆け出した。

　ラナは幼馴染の性別が男性ということもあり、ある意味で男性の肉体は見慣れている。マシューが剣の稽古をする時は大抵上半身裸であったし、暑くなるとラナの前でも平気で服を脱ぐからだ。実際、人魚のフィーリオは当然服を着ていないが、上半身を見てきゅんとすることはあれど、そこに羞恥が込み上げはしなかった。

　しかし、下半身は別だ。これはいただけない。未経験のラナに男性の下半身を見る機会は訪れていないので、胸中にはパニックの嵐が渦巻いていた。真っ赤な顔の火照りはしばらく冷めないだろう。

　思いがけず視界に入ってしまった衝撃的な光景を頭から振り払いつつ、ラナはクローゼットをひっくり返して服を探した。

「さあ、それじゃあどうやって僕を泣かせてくれるのかな」

　ラナが落ち着いたのはそれからたっぷりと半刻後で、男性物の服なんて当然持ち合わせていないラナは、大きめのローブをフィーリオに手渡した。ラナには大き過ぎて着ていなかった貰いもののローブだが、人間の姿ではラナより頭二つ分も大きなフィーリオが着用すると正につんつるてんである。しかしこれしか選択肢がないので、我慢してもらう他ない。

　フィーリオは服に頓着しないようで、そんなつんつるてんの状況でも気にしていない様子だったが、ローブの下は全裸。正に露出狂の好みそうなスタイルはラナの心臓に悪い。早いうちに男性用の服を用意しようと心に決めた。

「それでは……悲しい話でも」

　家に入ったフィーリオにラナがお茶を淹れて一息ついたところで、フィーリオがその整った顔を優しく歪ませながらラナに話し掛けた。ラナは口をきゅっと引き結び、真剣な面持ちで頷いて、自分の経験した悲しい過去を語り始めた。

「私、普段あまり街には下りないんですが、二月に一度は薬を届けに行くんです。その時、人目に晒されるので、たまにはちゃんとした服を着ようと思っておしゃれして……」

「うんうん」

「新品の服を着て行ったんですけど……」

　神妙な顔をするラナとは対照的に、フィーリオの顔はにこにこと緩んでいて楽しそうだ。ラナは一つしかない椅子をフィーリオに譲っているので、行儀は悪いが作業台に腰掛けている。フィーリオの楽しそうな表情には気付かずに、床に視線を落としたまま話を続けた。

「値札付けたまま二刻ほど、街を練り歩きました」

「ぷっ」

　その出来事を思い出して遠い目をするラナに、たまらずフィーリオが吹き出した。上品に口許に手を当てて笑う様子に、ラナはムッと唇を突き出して抗議の声を上げた。

「なんで笑うんですか!?　悲しい話ですよ!?　私が帰宅して気がついた時、どれだけ悲しかったか……！」

「ふっ、ふふ、……っ、く、ごめん……でも……」

　力説しつつ拳を握り締め、ラナはフィーリオをキッときつく睨むが、対するフィーリオは笑いをこらえようと必死だ。

「笑い話をしているんじゃないんです。こっちは真剣に悲しい話を……。これは駄目ですか。じゃあ次の話を……」

　肩を震わせながら笑いを堪えるフィーリオから視線を外すとふぅと軽く息をついて気を取り直し、頭の中から悲しいエピソードを引っ張ってくる。その時の状況を思い浮かべながら、再び神妙な顔で口を開いた。

















07　これをフラグと呼ぶならば












「この小屋の裏手に納屋があるんですが、その納屋の前に白い猫がちょこんと座っていて」

「う、うん」

「小さめの可愛い子で、是非仲良くなって撫でさせてもらおうと思いまして」

「うん……っ、」

　なぜか既に半笑いのフィーリオは置いておいて、ラナはわざとらしく呼吸を置いて話を区切った。

　語り部となる場合、物語というのは間が大切なのではないかとラナは考えていた。同じ話でも、間の持たせ方で、期待感やラストの感動、今回に至っては悲しみが盛り上がるというもの。テーブルに置いてあったお茶を取り、一口こくりと飲んで喉を潤し、しっとりとしたテンションで話を続けた。

「怖がらせないように姿勢を低くして、しゃがんだままゆっくりと時間をかけて白猫に近付いたんです。ちょっとずつ、ちょっとずつ距離を詰めて。恐らくそれが功を奏したのか、白猫は逃げませんでした。その場でじっと待っていてくれたんです。これは……。白猫のほうも、きっと私に撫でられるのを心待ちにしているのだろうと、そう思いまして」

「うんうん」

「最後に距離をぐっと詰めました。そうしたら……白猫は、白猫ではなく白い帽子でした」

「っふは！　っはは！　……っ、ふ、くく」

　ラナからすれば思い出すだけでも悲しくなるエピソードなのに、どうしてだかフィーリオに大ウケだ。物凄い笑い上戸なんだろうか、涙の欠片も浮かびはしない。それどころか、悲しみと正反対の大爆笑を巻き起こし、ラナは納得できずに浮かない表情になってしまう。

「……笑うところではないですけど」

「いや、っ、くく、ラナは確実に笑わせにきてるよね、ふふ」

「じゃあこの話はどうでしょうか。……私の愛用している大釜なんですが、気が付いたら汚れが酷くて。その日は他に依頼された仕事もなかったので、朝から時間をかけて綺麗に磨いていたんです。ブラシを使って、研磨剤も……。仕事用の大釜なので午前中いっぱいの時間がかかりました。やっとのことで磨き上げた大釜を持ち上げたら……」

「……持ち上げたら？」

「……取っ手が外れて壊れて……捨てることになりました」

「ぶはっ！　っふ、あー！　おかしい、も、……くくっ、ふ、はははははは！」

　ラナの身に起きた実話ばかりを話したのだが、ついに笑いを我慢するつもりもなくなったのか、フィーリオはヒィヒィと声を上げて哄笑こうしょうしている。渾身の悲しみエピソードを笑われたラナの顔は悔しげに歪んだ。笑い過ぎて涙を流させる方向に路線を変えたほうがいいのではないかと思うほどの抱腹絶倒具合に、思わず唇を噛み締めてしまう。フィーに貸しているローブが笑いに合わせてふるふると揺れているのがいっそ腹立たしい。下は全裸のくせに。

「フィー、もう一度だけ言います。笑うところじゃないです」

　そのあと、半ば躍起になって悲しい話をするラナの家には、午後いっぱいずっと、高らかに響く笑い声が耐えなかった。

　それから毎日、午後のわずかな時間をラナとフィーリオは共に過ごした。元よりあまり幸運ではないラナの小さな不幸話は中々底を尽きることはないが、フィーリオは笑いこそすれラナの話に泣くことはない。

　フィーリオとかなり打ち解けてきたのは嬉しいが、一向に泣かせることが出来ないのが歯痒かった。ラナの基準で考える悲しいは、フィーリオの基準では面白いらしい。

　そろそろ作戦を変えねばと思ったのは初めての逢瀬から二週間後だ。今日のラナには秘策があった。

「今日は、私と街に下りてもらいたいんですが」

「街に？　かまわないけれど、どうして？」

「フィーの服を買いたいんです。いい加減、そのローブでは目の毒なので」

「ああ、そうか！　じゃあ僕とラナでデートだね」

「デ!?　……い、いえ、お散歩がてらの買い物です」

　ラナが抑揚のない声で提案すると、フィーリオは柔和に顔を緩めてラナに賛同してくれた。フィーリオに着せているローブでは、やはりあまりにも体格が違いすぎるので、チラリと覗く脚や腕が異様に色っぽくて直視出来ない。そろそろ服を買いに行かねば、と思っての提案だが、それよりも。

　実はラナはこのお散歩に罠を仕掛けていた。それをフィーリオに気付かれないよう、こそりとフードの中で笑みを作り、ラナは鞄を肩からかけてフィーリオに向き直る。フィーリオは靴もないので、ラナが湖に入る時や薬草園に入る際に使っている大きなサンダルを渡して履いてもらった。

　今度こそ、今度こそフィーリオを泣かせてみせる。その前にラナが泣くかもしれないけれど。

「さぁ、行きましょうか」

「うん。……あれ、街に行くなら方向が違うんじゃないの？」

「いえ、合っていますよ。こっちから行きましょう」

「……そう、なの？　まぁいいよ、なにか企んでるみたいだけれど」

　家を施錠し、湖の脇を抜け、森へと足を踏み入れたラナは、フィーリオのその言葉にギクンと固まった。ギギギと、油を差していないブリキ人形のように首を動かしてフィーリオを見ると、その美しい顔は揶揄いを含んだ笑顔で覆われていた。たとえフィーリオがなにかを察しているとしても、ラナには突き進む以外の選択肢はないのだ。頬がピクリと痙攣するのを感じながら、とぼけた声色に変えて歩みを進めた。

「な、なんのことですか」

「ふふ、いいよ。楽しみだなあ」

　フィーリオはそれ以上追及するつもりはないようで、ラナの一歩前を先導するように歩いている。機嫌良く笑っているフィーリオの後姿を睨め付けながら、ラナは心の中で決意新たに意気込んでいた。

（見てろ！　絶対、絶対その余裕そうな顔を涙でぐしゃぐしゃにしてやるんだから！）

















08　残念無念












　二人が森を進むにつれて、ラナの家の周りの爽やかな明るい雰囲気は消え、影を落とした。

　木が密集して生えているため、光は葉に遮られ地を照らせない。薄暗いせいでジメジメと湿気があり、木や石、地面まで覆うくらい、苔や蔦が繁殖している。薄暗い場所を好む虫、獣、魔物というのは総じて見た目からして薄気味悪い傾向にあるが、この辺りに生息する生き物は正にそれである。

「っ……ひ……」

　遠いのか近いのかよく分からない距離感でガサガサッと音が響いて、ラナは冷や汗を流した。くぐもった音で『ギェェェー!!』と謎の生き物の叫び声があちこちから聞こえ、そのしばらくあとに『おいでぇ……おいでぇ……』と誘う男の声まで聞こえてくる。後者の声は、植物の魔物が人を惑わせるために出す鳴き声で、おどろおどろしい森にこれ以上ないほどピッタリな鳴き声だ。

「ひぇっ……」

　ラナは陰鬱な森の雰囲気を体に浴びながら、物音が聞こえる度にビクビクと反応してしまう。鳴り止まぬ様々な生き物の鳴き声は、ラナのＳＡＮ値を削りに削った。

　この恐怖から気を紛らわそうと、少し前を歩くフィーリオを見上げた。長身で脚も長いフィーリオの歩行速度はもっと速いだろうに、明らかにラナの足の速さに合わせてくれているのが見て取れた。

　怖いはず。流石のフィーリオだって怖いはずだ。こんな沈鬱な空気が満ち満ちた鬱蒼うっそうとした森を歩くなんて、怖いはずなのだ。なぜなら、現にラナは、今にも漏らしそうなくらい怯えているのだから。

「うん？　どうかした？」

　しかし見上げたフィーリオの顔に恐怖は一切なく、それどころか、いつも通りの爽やかな表情である。ラナは落胆して肩を落とした。

「いえ、なんでも……」

　この道は普段ラナが使うことのないルートだ。いつもはもっと明るい道を通って街に下りるのだが、今日はこの暗いルートを選択した。もちろん、フィーリオを恐怖で泣かせるためである。

　大きな街には〝お化け屋敷〟という催しがあったりするらしい。ラナにはなにが楽しくて怖い思いをしに行くのかは分からないけれど、そんな稀有な思考を持った人間は極一部だと信じたい。フィーリオだって、怖いのは嫌いなはずだ。結果、ラナが恐怖で泣かされそうになっているが。

　ラナの目の前を急に飛び出したカラスがバサバサと羽音を立てて通り抜け、ラナは盛大に悲鳴を上げた。

「ぎゃああああああ!!」

「ああ、もう……君って可愛いね」

「ふ、フィー！　は、早く抜けましょう！」

　堪らずフィーリオの服の裾を掴んだラナは、当初の目的も忘れて、恐怖で潤む瞳をフィーリオに向けた。パチンと噛み合った視線は片や恐怖に潤み、片や熱を帯びている。

　フィーリオの視線はどこか高揚したようにさえ感じられるが……よもや、ラナの泣きそうな顔に興奮しているのだろうか。ラナは二重の意味で恐怖を味わいながら、きゅ、ときつく目を閉じた。

「本当に……自分から誘い出しておいて、ラナの方が泣きそうになるなんて……。仕方ない子だ」

　そう言うフィーリオの声は心底楽しそうで、怖がらせて泣かせてやろうと思っていた思惑が外れたことを完全に悟った。

　突然。目を閉じたままのラナの肩になにかが回され、そのままグッと強い力で引っ張られた。

　──ポスン。

「……え？」

　柔らかな布の感触と、その下の弾力のある硬い筋肉が布越しにラナの頬に伝わって、驚いたラナは閉じていた目をパッチリと開く。

　目の前に広がるのは貸し与えているローブの生地ばかりで、一瞬遅れてフィーリオの腕の中に抱き込まれているのだと気が付いた。

　ふわりと漂うのは甘く重たい香りで、それがフィーリオの香りだと認識した途端、ラナの顔が一気に赤く上気する。フード越しにフィーリオの大きな手が頭を覆い、パニックになり暴れようとしたラナの頭がぎゅうと胸板に押し付けられた。

「えっ、えっ!?　なに!?　なんなんです!?」

「あー、暴れないで、ほら。怖いんでしょ？　森を抜けるまで、周りを見ないですむように僕が隠しててあげるよ」

　そう囁く声は存外に近い距離のすぐ頭上からで、赤くなった顔は元に戻る気が一切しない。そして次の瞬間にはふわりと体が浮いていて、これまた抱き上げられているのだと気が付くのに数秒を要した。

「ちょ、フィー！　これ、や……降ろしてください！」

「駄目。君ビビりまくってて中々進まないし、この方が早いし。いいから、森を抜けるまで我慢して」

「……そ、そんなっ！　やだ、重いです、降ろして！」

　ぎゃあぎゃあと喚いて騒ぐラナを片手で悠然と抱き込み押さえ付けたフィーリオは、ラナの耳元のフード越しに唇を寄せて囁いた。

「落とすよ？　良い子に出来ないなら。出来るよね？」

「……………………はひ」

　言葉を理解すると同時に暴れていたラナがガチンと固まる。フィーリオはそんなラナに満足気に微笑むと、歩き辛いはずの森を颯爽と歩き始めた。

「怖く……ないんですか」

「ううん……ごめんね。海の底ってわりと、総じてこんな雰囲気なんだよね。水面に近いところは明るいけれど、底は凄く暗いし見た目のえげつない魚や魔物も多いから……。見慣れちゃってるんだよねぇ」

「そう、……ですか」

「ちゃんと掴まっててね、早めに抜けよう」

　飄々とした様子で告げられた内容はラナに落胆を齎し、顔を胸板に押し付けたまま項垂れる。心地いい揺れを感じながら、ふ、と小さく息をつく。胸の高鳴りが恐怖を塗り替えていく感覚がむず痒く、ラナはフードを目深に被り直し、そしてフィーリオの胸元でコクンと頷いた。

















09　再確認させられたんだけれども！












　結局ラナがフィーリオに放してもらったのは森を抜けてから。

　恐怖の森ゾーンなんてとっくに抜けていたのに、フィーリオはラナをぎゅうぎゅうと抱き締めて離してはくれなかった。もちろんラナとしては、片思いの相手に引っ付けるまたとない機会であったが、ラナの弱い心臓はこれ以上の苦行に耐えられそうになかった。

　街はいつも通り賑やかな喧騒でざわざわしている。昼過ぎの明るい時間にも関わらず、飲食店の外に出したテーブルでは既に酒盛りが始まっているのだから、酔狂な人々も多いようだ。

　森の中に住んでいるラナにとって、街中は色や音、情報が多すぎて頭がくらりとしてしまう。しかし、なんとしてもフィーリオに服を買い与えなくてはならない。こんなところで立ち止まっている暇はないのだ、と石畳の道を歩き始めた。

「フィー、変な道を選んでしまってすみません」

「いいよ、僕を泣かせようとしたんでしょ？　怖がらなくてごめんね」

　すっかり計画の全容が露呈してしまっているようだが、ラナは曖昧に笑って誤魔化す。そんなラナを見るフィーリオの目付きは楽しげで、元々の甘い顔付きと相まって機嫌が良さそうに見えた。

「それよりも……、どんな服がいいですか。私はそういう店には行かないので分からないんですが……」

「ううん、僕も一緒だよ。だって、」

「服を着る習慣がないんですもんね、そうでした」

「……ご明察」

「どうしましょう……」

　そう言われるとラナも困ってしまう。ラナにも街で服を選んで買う、なんていう経験はない。森の中のラナの工房へ、数ヶ月に一度来る馴染みの行商人から服や生活用品を購入しているからだ。

　当然、人魚であるフィーリオもラナと同じで街で服を買う、なんていう経験はないだろう。店の場所を知らないことくらい、よくよく考えれば工房を出る前に気付けたはずなのに、既に街に下りて来てしまっている。ラナは自分の無計画さに呆れた。立ち止まってぐぬぬと喉の奥から声を絞り出して思い悩むラナの前で、フィーリオも同じように立ち止まり、困ったように笑っている。

　そんな二人に声を掛けたのは、飲食店の外に置かれたテーブルで昼から飲み明かしている壮年の男性だった。

「嬢ちゃんと兄あんちゃん、服屋行きてぇのか！」

「……！　はい！」

「確かに、この兄あんちゃんの服じゃ……ちょっとなぁ。この辺りだと、この大通りを真っ直ぐ六ブロック西へ、右に曲がった三軒目……いや、四軒目だっけかな、そこに服屋があるぞ」

「助かります、行ってみますね。ありがとう」

　男性はフィーリオの服をチラリと見て、その奇抜なファッションスタイルにしみじみとそう呟き、服屋までの道程を教えてくれた。そう遠い距離でもなさそうなことに安堵しつつ、ラナは丁寧に男性に礼を告げるとフィーリオと共に移動した。フィーリオは男性にひらりと手を振り、ごく軽い調子で礼を言っているようで、綻んだフィーリオの横顔はやはり美しかった。






　美しい。

　そう、フィーリオの顔は美しいのだ。

　大抵の芸術品が陳腐に見える美貌に加え、物腰も柔らかいとなれば世の女性が彼を放っておくわけがない。ラナは今、現在進行形で行われている眼前の出来事にそれを思い知らされている。

「ふふ、お兄さんならこっちのシャツもお似合いですね」

「そうかな」

「あっ、この色も！　お兄さんの水色の髪色に合いますねっ」

「そう？　ううん……」

　甲斐甲斐しく次から次へと服を持ってくるのは妙齢の可愛らしい店員で、アップスタイルに上げた髪も適度に露出させた服の着こなしも、彼女は自分にどんな髪型や服が似合うのかを間違いなく良く理解している。顔付きも愛らしく、いい意味で自分に自信があるのだろう。確固たる自信のある女性は、無条件に眩しく美しいものだ。

　──ラナとは違って。

　空気と化したラナは、そろりとフィーリオから距離を取り、邪魔にならないよう配慮していた。

　店員だけではなく、女性客の視線もチラチラとフィーリオに集まっている。このイケメンの連れ合いがラナだとは、誰も想像すらしないだろう。

　居心地の悪さと気不味さを噛み締めながら、ラナはただただこの時が早く終わるよう祈っていた。

　ふと。そんなラナの視界に入ったのは、籠に積まれた真っ白なロングワンピースだった。

（こんな服着たら……、少しは私も女の子っぽくなるかな）

　落ち着いた印象のワンピースはシフォン地の柔らかな生地で、下にレースがあしらわれている。せめて服だけでも可愛らしくすれば、自分も女の子らしい反応が出来るだろうか。考えて、そこでふるりと思考を散らした。

　こんな服を着て、可愛らしい反応が出来たとして、それになんの意味があるのだろう。なんの意味もない。意中の男性には既に愛する人が居るのに。

　人魚の恋は一生に一度。

　一度ひとたび誰かを愛せば、生涯その人を愛し抜く。

　重くも狂おしい、一生に一度の恋。

　叶わなければその躰は泡となり溶け消える、そんな儚い存在。

　フィーリオが消えていないということは、まだ想いを伝えていないか、既に叶っているのか。それは分からないが、フィーリオには既に愛して止まない人が居るのだ。

　ぼんやりとそのワンピースを眺めていたラナを現実に引き戻したのは、肩を優しく掴む手だった。

















10　知らぬが仏












「どうしたの？　ラナも欲しい服見付けた？」

「あっ、いえ……、私は……。フィーはどうですか？　決まりましたか？」

　振り返ると存外近い距離にフィーリオの顔が迫っていて、ラナはひゅっと喉を鳴らす。ロングワンピースを完全に視界から外して、フィーリオに向き直った。

　探るような視線を投げ掛けると、フィーリオはへら、と困り笑いを浮かべて肩を竦めて見せた。

「いや、僕は……。ラナ、君が選んで」

「……ほ？」

「ラナが選んでよ、僕は詳しくないから分からないんだ」

　抜けた声が異様に店内に響いた気がして、ラナは慌てて口を噤む。フィーリオが高い位置からラナを見下ろしてきて、肩からほろりと髪が一束流れ落ち、その動きが綺麗で思わず目を奪われた。

「で、でもそれなら店員さんに……オススメされたやつでいいんじゃ……」

「僕はラナに選んでもらいたい」

「…………」

　フィーリオの表情はいつも通り優しいが、その真っ直ぐな瞳に射抜かれるとなにも言えずに固まった。ラナは服選びのセンスなんて欠片も持ち合わせてはいないし、自信もない。

　だが、他の誰でもない、フィーリオが。ラナに選んで欲しいと言うのであれば。ラナなりに、精一杯頑張ってみようか、と僅かなやる気が腹の底で渦巻いた。

「わかり、ました。変でも怒らないでくださいね」

　ふ、と緊張を吐き捨てるように一呼吸置くと、ラナは顔を上げる。ラナの念押しにも、フィーリオはまたいつもの柔らかな笑顔で笑って心嬉しそうに頷いた。

　冒険者ではないので、革で出来ているような装備は要らない。男性物の服のコーナーの中でも、比較的若く、綿製品を中心に置いてあるところへ足を進めた。

　商品の棚に目をするすると滑らせて、ラナはその中のいくつかを手に取って見比べる。

「じゃあ……、森の中は寒いので、このニットのセーター。藍色はフィーの目によく合います。それから……。ボトムスは直ぐに履けるよう大きめのこれで、念の為コートも買いましょう。靴は革のショートブーツでいいですか？」

　選ぶと決めたからには、と次々に衣類を手にし、良さそうなものを見繕う。

　基本的にフィーリオが湖から上がったら着て、帰る時には脱いで置いて行ってもらえば替えで複数枚購入する必要もないだろう。一式だけ揃えればいいのだ。

　フィーリオからも見易いよう、選んだ服をぴらんと開いて見せ、その顔色を窺う。フィーリオは僅かばかり瞠目し、そしてまた目を細めるとうんうんと頷いて服をまじまじと見ている。

「……うん。いいね、素敵だ」

「サイズは……、」

「ご試着なさいますか？」

　ラナがフィーリオの体にニットを当てて目算しようとした所で、先程フィーリオに親しげに話し掛けていた店員が間に割って入った。

　ラナはギグンと体を強張らせ、出しゃばり過ぎたのでは、と一抹の不安を覚えながらズリと後退あとずさる。

　この店員はどうやらフィーリオに気があるようだが、彼がこのローブの下になにも身に着けていないことは知ら……。いや、やめておこう。

「そう、だね。じゃあ試着して、丁度良ければこのまま着て帰るよ」

　フィーリオは、店員の女性に返事をしながら一切そちらに視線を向けることなく、ラナを見詰めたまま。後退った分だけ距離を詰められて、ラナの手から服を取り上げた。急に消えた腕の重量感にぽかんとしているラナの頬にフィーリオの指先が掠めるように触れて、強張ったままのラナに耳元で〝ありがとう〟と囁かれる。前屈みになったフィーリオの顔が近く、再び心臓が暴れ出した。

　あっさりと引いて行った手を名残惜しく思ってしまうのだから末期だ、と。大雑把に布で仕切られただけの簡素な試着室へと足を運ぶフィーリオの広い背中を見ながら、ラナは思った。

「…………」

「どう、かな？」

「…………」

「ラナ？」

「あっ、ええ、素敵です」

　ラナの予想通り、フィーリオの美しい氷のような瞳の色に、藍色のニットセーターはよく合っていた。服が特別素敵なのではない。街の青年が着そうな、至って普通の服を着こなすフィーリオが素敵なのだ。

　そもそもがラナの小さなローブ一枚に、薬草園へ行く際に履く大きなサンダルを引っ掛けているだけの奇抜ファッションだ。それでも、それだけ変な格好でも。こうして人の視線を集める美貌である。

　結局、顔の整った人間はなにを着ても似合うのだ、と僅かにやさぐれそうになる心をバシンバシンと叩き付けて抑え込み、ラナは踵を返す。

「じゃあ、お会計してきますね」

「ああ、いや、待って」

　サンダルを履いていた時にはなかったカツという音は、フィーリオのブーツから発した音だと、呼び止められた数秒後に気が付いた。元のローブとサンダルを手にしたまま、フィーリオはなにやら首元をゴソゴソと探っていた。

　たしか二週間前には、その胸元には人魚の涙を加工した首飾りを掛けていた。それもセーターの襟からちらりと見えたが、それとは別にもう一つなにか、革紐が首に掛かっているのが見えた。

「……よし、取れた」

　興味深そうに見上げるラナの前に、ヌメヌメとした光沢を放つ巾着袋が取り出され、フィーリオはこれを首から掛けていたのだと知る。フィーリオはその巾着袋の中身を取り出そうとしているようだが、ラナはその袋のほうが気になって仕方ない。

（革……？　にしてはつるつるで光沢が……。なんだろう）

　青白んだ革らしきものは独特の光沢と表面のザラつきがあり、見たことの無い革で作られている。素材が気になってしまうのは錬金術師としての性のようなものだ。

　が。フィーリオが巾着袋から取り出したものを見た瞬間、ラナはそれどころではなくなった。

















11　少なくとも常識はない












「ふ、フィー！　何ですかそれは！」

「すみません、これでお会計してもらえるかな」

　ぎょっとして溢れ落ちそうになるくらい目を見開き睫毛を震わせるラナをよそに、フィーリオは手の中で小さく転がるソレをぽーんと放って店員へと投げ渡した。そのあまりの雑さに、ラナは目眩でひっくり返るほど視界がくらくらとするのを感じた。

　それは、親指の先程もある大きな石のついた指輪だった。

「え、いや……あの、うちは貨幣のみでのお支払いを……って、え!?」

　投げて寄こした指輪を受け取った店員も、流石にフィーリオに反論しようと口を開くが、手の中にある指輪を二度見して声を上げた。

　ラナは錬金術師だ。

　薬品の素材として宝石を使用することもある。仕入れや依頼の際に偽物を掴まされるわけにはいかない。よって、宝石の勉強をして磨き上げた審美眼が備わっている。要は目利きだが、そのラナの錬金術師としての慧眼が言っている。

　これは本物だと。

「あ、足りなかった？　じゃあもう一つ……」

「フィー、駄目です！」

　軽い口調で巾着袋からさらに追加の宝石を取り出そうとするフィーリオの手を、ラナはパシリと強く握って止める。咎めるような声色を出すとフィーリオの動きが止まったので、ほっとして手を離した。

　こんな代物がもう一つ出て来るなんて、目眩を通り越して頭痛を感じ、蟀谷こめかみを軽く手で押さえて痛みを逃がそうとした。

「これ、どうしたんですか？」

　近くでじっくりと見ていないから分からないが、女性店員の手の中の指輪。

　恐らく石はルビーだ。

　ゴロンと転がったルビーは存在感を持って、白金の台座に鎮座している。最高級のルビーというのは、色が明るすぎても暗すぎてもいけない。燃えるように輝く、落ち着きのある、血のような鮮やかな赤、これが最高級の証だ。

　先程の指輪のルビーは正にそれだった。

　下手な小細工をしない、ルビーの中でも一般的なクッションカットがその石の魅力を最大限に引き立てている。周りを囲むダイヤモンドも、ルビーの透明感を引き立たせる脇役にしかならない。

　この最高級の指輪で、こんなちんけな服を買おうとしているのか、この男は。服ではなく、この指輪一つで服屋ごと買い取れる価値があるのに。

「拾ったんだ、海の底で」

「……ひろった」

「沢山落ちてるよ、特に沈没した船の周りとか」

「……たくさんおちてる」

「難破した海賊船とか、客船。輸送船とかもかな、船が引き上げられるのは稀だから朽ちていくんだ。僕の母がこういうの好きだから、巣に持って帰ってきて山程ある。寂しい人だから、光り物が好きみたいで……」

「……やまほど。……いえ、結構です、こんな宝石が貴方の家にゴロゴロあるなんて、聞きたくありません」

「ラナ、怒った？　どうしたの？　足りないならまだあるよ」

　フィーリオが不安そうにラナを窺うものだから、なんだか毒気が抜かれて体が弛緩した。

　フィーリオは人間ではない。人間の感覚とはズレている事柄のほうが間違いなく多い。その鱗片がこれである。

「いえ、怒ってはいませんよ。それに、足りなくもないです、お釣りで家が建つくらい足りなくないです」

「そうなんだ、なら問題ないよね」

「いや、問題なくはないな？　あっ、いえ、問題ありまくりです！」

　心のなにかがゴッソリと削られ、既に心労でクタクタになりそうだが、ラナは必死の思いでそう答えた。このまま会計を進めようとするフィーリオに焦って思わず敬語を外してしまうが、慌てて取り繕い焦燥を見せた。

「僕はラナに払わせたくない。そもそも買うのは僕の服だしね。それで、僕には支払う能力があり、かつこの指輪は僕にとって必要のないものだ。手放すことになんの抵抗もない。だから問題ないよね」

「ぐぅ……」

　オロオロしながら指輪を握り締めている女性店員を尻目に、順を追いそう言われるとラナはぐぅの音も出ない。いや、出たが。

　黙り込んだラナのフードを被った頭にフィーリオの大きな手がぽんと乗せられ、労うような優しい手つきでくりくりとラナの頭を撫でた。

「ラナは気にしないで、ね。……君、悪いけどそれで支払えるかな。お釣りは要らないし、この服の代金として」

「ええ、はい！　もちろんでございます！」

　ニコニコと上機嫌になった店員は何度も頷いて指輪をしっかりとポケットに入れた。このあと店員が店に渡すのか、それともフィーリオの購入代金を店に払い指輪を着服するのかは知らないが、なんとなく後者な気がしてつい、じとぉっと店員を見てしまう。

　だがフィーリオは気にしていない様子だし、それならばラナももう言うことはない。…………もちろん、やはり勿体無いとは思うけれど。

「ついでに、これも」

　ラナが店員を見ている間に、いつの間にかフィーリオが移動していたようだ。背後から声が聞こえて振り返ると、フィーリオの手には先程ラナが見詰めていた真っ白なロングワンピースが載っていた。

　ラナは本日何度目になるか分からない驚愕の感情を持て余しながら、これまた本日何度目になるか分からないぽかんとした表情でフィーリオを見詰めた。

「ええ、そちらもお持ちくださって構いませんよ。お兄さんの元々着ていた服と一緒に、袋に入れておきますね」

「ありがとう」

　あれよあれよと言う間に纏まってしまった話に口を挟む暇もなく、ラナが馬鹿みたいに口を開いている間に袋が差し出された。反射的に掴もうとしたそれを横から伸びたフィーリオの手が奪い、そして店から出て行く背中を慌てて追った。

　ラナはフィーリオの背中を追いながら、今日はなんて濃い一日なんだと肩を落とした。ここ最近なら、二番目に濃い一日だ。無論、これ以上に濃いのはマシューの頭を見た日である。

















12　それは時差も起ころうて












「頂けません！！！」

「時間差大丈夫？」

　ラナが声を張り上げたのは、店を出て、食事を摂って、森に入り、工房に戻って、お茶を啜りながら甘味を食べている時だった。

　脳を揺さぶる衝撃を受けたラナは始終ぼんやりとしていたが、今になってようやく意識が覚醒した。フィーリオの突っ込みも尤もっともな反応である。

「私……あんなかわいいお洋服は……着ませんから、いただいても持て余すだけ、です」

「なんで着ないの？」

「似合わないから、です」

　紅茶のカップをソーサーに戻しながら、ラナは居心地悪そうに椅子に座り直した。

　今日はかなりの距離を歩いたので、フィーリオは一つしかない椅子をラナに譲ってくれている。只でさえ身長差があるのに、ラナは座りフィーリオが立ったままだと視線を合わせることすらままならない。

　漂う茶葉の香りに乗せて、ラナは小さな声でぽそぽそと呟いた。

「なんで似合わないって分かるの？」

「だって……」

「好みの服を着ることも素敵だけれど、でもね。似合うか似合わないかを決めるのは見た側だよ」

「ですが、」

「ですがじゃないの。僕は、ラナがこれを着たら似合うと思ったからプレゼントしたいんだ。だからね、いつか着て見せて。それで似合わなかったら二度と着なくていいよ。……いい？」

「…………はい」

　そこまで言われると、ラナはもうなにも言えなかった。気恥ずかしさに俯き反駁はんばくをやめ、気不味さを誤魔化すために紅茶を口に含む。どうやら元々主張が弱いラナがフィーリオに口で勝てる日は来なさそうだ。

　ようやく静謐せいひつが訪れ、二人は穏やかに紅茶と茶菓子を味わう。

　今日のフィーリオを泣かせるミッションは既に失敗に終わっているため、すぐに帰ってしまうものだと思っていたラナにとって、こうして目的無く二人でお茶をするのはなんだか面映い。少なくとも、フィーリオにとって、ラナと過ごす事は苦痛ではないのだろうと思うと心が温かい。

　だがそれも、刻一刻と夕刻が迫る今、そろそろお開きになる。穏やかなこの時間が終わるのだと思うと物悲しく、どことなくしんみりとしてしまう。

「ところで、今日のデート楽しかったよ。また一緒に街に行こうね」

「デートではない」

　笑顔のフィーリオの言葉にギョッとしてついそう口をついて出てしまい、慌てて取り繕う。

「です」

「ふふ、そう？　僕はデートだと思うのだけれど」

「違います、散歩、兼、買い物です」

　キパリと言い切る口調は、ラナが自分で思うよりも数段キツイものになってしまった。言い過ぎたかとフィーリオの顔を覗き見るが、気分を害した様子はない。むしろどことなく機嫌がいいような、今にも鼻歌でも歌い出しそうな緩んだ表情だった。

　フィーリオがその長い髪を耳に掛けて、俯き加減に低く囁いた。

「ならそういうことにしておこうね」

　そのあと、この夕刻を少し過ぎてからこのお茶会はお開きになった。

　ドタバタの一日を終えたラナは工房の隅の唯一スペースのある床に寝転びブランケットを被り、今日一日を振り返る。

　楽しかった、とても。

　確かに一日の大半を驚愕の心情で過ごしたが、フィーリオと過ごすのは楽しい。片思いの相手だから、というのはもちろんある。

　しかしそれだけではなく、フィーリオのさりげない気遣いや豊富な話題がラナの心を弾ませた。行き際に怖い森を抜ける際、ラナがこれ以上怖がらないよう自然に視界を塞いでくれたこと。帰り道、ほぼ無言だったラナに海の中の話をしてくれたこと。ほとんど返事をすることは出来なかったが、きちんと話に耳を傾けていた。

　楽しかった、とても。

　ふと。叶わない恋だとしても、想い続けることは悪ではないのだろうか、と疑問に思う。

　フィーリオが愛する人と結ばれているのかは分からないが、もし、そうなら。自分のような人間がフィーリオの周りを彷徨うろつくことを、相手の女性が気に病むかもしれない。

　例えばラナに恋人が居たとして、その恋人に想いを寄せる女性が恋人の周りを彷徨いていたら……。

　そこまで想像して、ラナはブランケットを頭まで被った。

　そんなことラナには不快で、なによりも不安で耐えられそうにない。フィーリオの相手の女性に対し、申し訳ない気持ちが湧き上がる。

　ラナには目的がある。

　人魚の涙を貰うという目的が。幼馴染を呪いから救うという目的が。よって、今フィーリオの傍を離れるわけにはいかない。

　ならばなるべく早く、少しでも早く彼を解放するために、ラナは明日からまた頑張ってフィーリオを泣かせなければと改めて決意をする。

　そして想像した。彼に愛される幸運を手に入れた女性のことを。

　きっと美しく知的な、素晴らしい女性なのだろう。自分では到底敵わない、フィーリオの隣に並んでも遜色なく釣り合いの取れる、そんな女性。忘れられてしまったラナとは正反対の。

　出会った時から、今も、変わらずフィーリオに恋をする愚かなラナ。出会った時には既にフィーリオに想い人が居たのだろうか。

　それとも、あの時なら間に合ったのだろうか。

　忘れもしない、あの瞬間。ラナはフィーリオと初めて出会ったときのことを思い出した。

















13　ずるっとずっこけ！












　八年前、ラナがまだ十五歳だったころ。

　ラナは駆け出しの錬金術師として奮闘していた。傍はたから見ても必死すぎる程必死に、錬金術師としてのスキルを上げようと日夜無茶な採取を繰り返していた。

　ラナは祖父に育てられたが、その祖父が高名な錬金術師であったのも要因の一つだ。あの、国内屈指の錬金術師の孫。そのレッテルはラナの双肩そうけんに重くのし掛かり、ただただ一人前だと皆に認められたくて足掻いていた。

　結果として、二年も経つ頃には己の平凡さも受け入れ、吹っ切れて自分らしいペースで進めるようになったのだが。

　その日のラナは、海に素材の採取に来ていた。

　依頼されたのは〝かけるとガンコ汚れが取れるかもしれない薬〟で、とある商人から大量の発注を受け、ラナは気合充分にその調合に必要な素材を採りに来た。その必要な素材というのが、珊瑚を根城にする魚の魚影である。

　これは小瓶一掬いで大量の薬品を作ることが出来るので、どうしても街で買うと値が張る。だから錬金術師のほとんどが自ら採取に来る、比較的難易度の低い素材。

　のはずだった。

　到着した砂浜から、海に沿って切り立った岩場へ。覚束ない足取りでゆっくりとその岩場を進んだ。ここはよく祖父と共に素材採取に訪れていた場所なので、ラナにとっても慣れた場所だ。

　しかし、祖父が亡くなってからはしばらく誰も立ち入らず、その間手入れもされていなければ、岩を踏む者も居なかったため、岩場は馬鹿に藻が繁殖しぬるぬるとしていた。慎重に歩みを進めるラナの鼻を藻のもったりとした匂いが襲う。

　潮の引いた時間帯を選び、足を置く岩場から、一段下側の岩場を注意深く観察する。普段は海水に浸かっている場所が露出し、そこに張り付いた珊瑚の先端部分もちらほらと顔を出していた。いくつか並ぶ色とりどりの珊瑚の頭を見比べながら、魚の棲んでいそうな嵩かさの高く大きな珊瑚を探す。

　珊瑚に隠れ生きる魚はあまり大きくならない種か、稚魚が多いが、その中でも比較的大きな魚であれば魚影も濃く大きくなるし、採取もしやすい。

　だからラナは、大きめの魚も隠れられる大きな珊瑚に目を付け、そしてその珊瑚の下から魚が出て来るタイミングをじっと待っていた。

　その場にしゃがみ、どのくらいそうしていたのかはよく憶えていない。ただ、珊瑚の下からぬるりとした緩徐かんじょな動作で魚が這い出した瞬間はよく憶えている。

『あっ、いたっ』

　ラナはポーチから小瓶を取り出すと、その岩場からぐっと水面に身を乗り出して、出来る限り手を伸ばして、魚影の映る水面を追い掛けた。ラナの手の影に怯えた魚が身を翻し、そしてラナがそれを追う、そんな動作を数度繰り返しながら、袖捲りした手を海面の上で動かし続ける。再び珊瑚の下に潜り込んでしまわないように、慎重に、そっと、魚影の映る海水部分を小瓶に引き上げることに成功した。

『あと……、少しっ……！　……取れた！』

　嬉々として小瓶を持つ腕を高く上げて空に向かって小瓶を掲げると、なぜか視界がぐらんと揺らいだ。

『っえ？』

　先程出した弾む声とは真逆の、素っ頓狂な声を上げながら重力に逆らわず体が落下する。ああ、藻がびっしりと生えた岩肌だったのに、身を乗り出し過ぎていたのか、とラナが思ったのは水面に叩き付けられた瞬間だった。

　ズルリと滑る感覚があったのは錯覚ではなかった。

　今までクリアに聞こえていた音が、水中に入るとくぐもって聞こえる。

　ラナが落ちたことで海水が空気を含み、それが泡となり海面に向かってゆらゆらと昇っていく様を、他人事のように幻想的だと思った。パニックを通り過ぎた脳は一周回って冷静だが、脳内麻薬が出ているのか水の冷たさを一切感じない。生温い羊水にでも包まれているような、そんな心地良さすら覚えた。

　ラナは泳げる。人並み程度には。

　だが、服を着用したままでは水の抵抗も大きく、試しに軽く腕を動かし藻掻いてみたが、とてもではないが浮上できる気がしなかった。

（あ、死ぬんだなぁ……）

　そんなふうに思いながら、水の動きに抵抗せず波に攫われ沈んでいく。遠ざかる水面みなも、風が作り出したたゆる模様を霞む目で眺めながら、酸欠になりつつある働かない頭でぼんやりと、まだ生きたい、とそう願った。

　だが、現実としてラナは溺れかけている。止めていた呼吸の最後まで海に奪われるようにガボガボと音を立てて空気を吐き出すと、急激に意識が薄れた。

　目を閉じようとしたその瞬間、水中よりも鮮やかな、見たこともないほど美しい水色が視界を覆って、なにか力強いものに絡め取られ抱き寄せられる感覚を味わう。

『ああ、落ちちゃったんだね。大丈夫、僕が助けてあげる』

　海の水は冷たさなんて欠片も感じないのに、ラナに触れたものはひんやりと冷たい心地がして、ラナはその気持ちよさに体を委ねながらゆっくりと意識を手放した。

　最後に聞こえた声が幻聴ではないと知るのは、このすぐあとだった。

















14　こんなの思わずツッコミ入れる












『っぐ！　かはっ、けほっ、ごほっ!!』

　ひゅうと鳴る音と共に、急激に酸素が脳を駆け巡り、喉への不快さと鼻のツンとした痛みでラナは目を覚ました。ここが天国ならば、こんなにも苦しい思いをしなければならない理由はなんだと白む頭で謗そしる。塩辛い口の奥側から必死に何度も咳を繰り出し、この不快感を少しでも減らそうと尽力した。

　こぽ、かぽんと水が膜を破くような音と共に、ラナは口から海水を吐き出す。口の端から流れ出していく鬱陶しさもそのままに、思う存分空気を吸い込んだ。

『っは、はぁ、ごほごほっ、は、……っ、ぅ』

　咽たラナの腹を宥めるように手が優しく撫でていき、その心地良さにホッとして徐々に呼吸が落ち着いていく。そう、手が優しく撫でて……。

　…………手？

　ラナがパッと両目を開くと、眼前のごく近い位置に絶世の美貌が映し出され、折角再開した呼吸が止まりひゅっと白い喉を鳴らした。

『あ、良かった。生きてたね』

『だ、誰!?』

『そんなの君は気にしなくてもいいよ。それより体調はどう？』

　溺れた疲労感がなければ、今すぐにでも飛び起きて後退っているところだ。残念ながら今のラナにはそんな体力は残ってはいないので、飛び起きることも後退ることも出来なかった。

『ぁ……大丈夫です……』

『そう、良かったよ』

『あの、貴方は……』

『うーん、それは知らなくてもいいよ。だって……』

　不自然にそこで言葉を切った男は、その整った顔を優しく歪めて蠱惑的に笑いを浮かべている。思わずその表情に目を奪われながらも、ラナは遅れて回転し始めた脳で、自分はこの男性に助けられたのだと悟った。

　なぜなら、視界に映った男の下半身は、魚の持つソレであったのだから。

『だって、君はすぐ忘れてしまうから』

　そう言った男性は片手をラナに翳かざし、そのまま両の目の上にひやりとした手を優しく置いた。ラナの顔の半分もある大きな手で目を覆われると、男性がラナの耳元に顔を近付けた気配がした。

　溺れ掛けていたラナを助けてくれた、優しい素敵な人魚の男性。そう思うと同時に、ラナの小さな胸がどくどくと脈打ち高鳴るのを感じる。だから咄嗟に反応出来なかったのだ。

『それじゃあ、元気で』

『待っ……ごほっ、ごほっ！』

　低く甘い声で囁かれ、男性の手から漏れた濃色の青い光がラナの体を包んだ。会話の流れで察するに、これは忘却の魔法である。

　待って、と言おうとした声は上手く出ずに、代わりに出たのは苦しげな咳だけだった。

『大丈夫、起きたら全部忘れてるからね』

　先程水中で意識を失った時のように、じわじわと眠りに追い込まれ、そして。抵抗虚しくラナは意識を沈ませた。

　ラナが次に起きた時、辺りは人影のない暗い洞窟だった。

　洞窟の真ん中に大きな潮溜まりのあるそこは見覚えのない場所で、海水がキラキラと光っている。

　そして、ラナは叫んだのだ。

『いや忘れとらんやーん！』

　この出来事でラナはフィーリオを知ったのだが、そのあと再び会いには行かなかった。

　忘却の魔法を掛けられたということは、フィーリオにとっては忘れて欲しい出来事だったのだろう。そう思うと会いに行く勇気も出ない。

　結果として、ラナに上手く魔法が掛からず全て覚えていたが、目覚めたあの暗く美しい洞窟は、フィーリオの隠れ家のような場所なのだろうと察してそこには近寄りもしなかった。そう、今までは。

　マシューの持ち込んだ厄介な案件が無ければ二度と足を踏み入れることも、そして再会することもなかった。それでもなんの偶然か、それとも運命のイタズラなのか、二人はまたこうして再会してしまった。

（忘却の魔法か……）

　ラナが固い床の上でコロリと回転すると、肘がゴリと嫌な音を立てた。軽く眉を寄せて痛みを逃し、その場所を擦ると改めて体勢を立て直した。眠れぬ瞼を暗闇に向けてしぱしぱと何度か瞬かせ、ふぅと腹から息を吐き出す。

（人魚だから仕方ないよね……）

　珍しく希少な種族である、人魚。

　それはそう遠くない過去に乱獲される事件があった。ラナも詳しくは知らないが、人魚を捕らえては無理に涙を流させる蛮行に及んだ海賊や盗賊が居たらしい。

　そんな出来事があれば当然慎重にもなるだろうと理解出来るので、フィーリオがラナに忘却の魔法を掛けたことを責めるつもりはない。

　ラナは人魚という種族に明るくないが、明日にでもフィーリオに少し聞いてみようか、と、ふとそんなことを思う。

　希少種である人魚についての生態はほとんど知られておらず、本や文献でもその類のものはあまり出回っていないのだ。いつ終わるか分からないこの逢瀬だが、折角こうして傍にいるのだから、少しくらい聞いてみたいというラナの探究心がむくむくと顔を覗かせる。

　錬金術師とは、元は探究心の強い人間が、素材の研究や実験を繰り返すうちにそう呼ばれることとなった職である。高名な錬金術師を祖父に持つラナにも、その血は脈々と受け継がれていた。謎があればつい解きたくなってしまうのはその性なのだろうとラナは思う。

　だからこそ、厄介なマシューの呪いだって、なんだかんだとついつい解呪を引き受けてしまったのだ。

















15　想像を絶してしまっておりますが












　翌日も同じ時間にやってきたフィーリオだが、いつもどおりラナが泣かせることは出来なかった。

　普段通りのどこか飄々とした態度を崩さずに優しげな笑みまで浮かべられては本日もお手上げだ。

「ふぅ、今日も残念だったね、ラナ」

「まったく以てそのとおり残念でなりません」

「ふふ、もっと頑張らないと駄目だよ」

「……わかってます」

　ぷす、と頬に空気を入れてふくれっ面をするラナを、フィーリオは可笑しそうに笑って見ている。その水色の双眸が刺さり、ラナは居心地悪げに身じろいだ。






「帰る前に少しお茶しようよ、もう少しここに居たいな」

　フィーリオはそう言って立ち上がり、勝手知ったる様子でキッチンへと向かった。工房の端に設置してある小さなキッチンだが、ラナが使うことはあまりない。今はほぼフィーリオが使用している始末だ。ついには茶葉やティーカップの位置もフィーリオの使いやすいように変えられ、自分の家なのにラナにはお茶を淹れることもできない体にされた。

　ラナには身長が届かず、使っていない上の棚からフィーリオが茶器を取り出す。いつの間にそんなところに片付けたのかと思いつつも、その後ろ姿を見て、ラナはふと昨晩の思考を思い出して口を開いた。

「ええ、それは構いませんが……。あ、そうだ！　聞きたいことがあったんです。答え辛いなら答えなくても構わないんですけど……」

「うん、どうしたの？　なんでも聞いてくれていいよ」

「そうですか！　昔人魚が乱獲された事件があるって聞いて……」

「なんだ、それね。僕のことが聞きたいのかと思ったのに」

　コンロの上に置いてあるヤカンに水を入れながら、肩越しにチラリと振り返ったフィーリオは、その長い髪がサラリと揺れて色気に溢れていた。ラナは慌てて視線を逸らして俯き、落ち着かない様子で手遊びを繰り返す。揶揄いを含んだ口調でそう言われるとたじたじしてしまう。

「えっ？　あっ、すみません……。ええと……」

「いいよ、教えてあげる。当時ね、人魚は今よりもう少し人間に近い場所で生活をしていたんだ。どれくらい前だろう、僕が生まれたころだから五十年くらい前かな」

「……は？」

「人魚は今よりもう少し人間に近い場所で生活をしていた？」

「いえ、そこではなく」

「五十年前？」

　フィーリオの外見は二十歳半ば頃である。だが、フィーリオの口から紡がれた言葉はそれに見合わぬ数字で、ラナは俯いていた視線を上げてキョトンとその後ろ姿を見詰めた。

「因みに人魚の寿命は？」

「大体、三百年ちょっと」

　恐る恐る聞いてみた質問の返答は、ラナの想像を凌駕するもので、驚きと同時に納得の感情が心を占めていく。

　ラナがフィーリオに助けてもらったのは八年前だ。当然、人間ならば顔付きが変わってもおかしくない年数で、事実ラナは少女から女性へと変貌を遂げている。

　しかし、フィーリオは出会ったころと変わらぬ容姿のままだった。それも、人魚に流れる時間が人間のそれと違うのならば説明が付く。

「……いいです、続けてください」

「ん。それでね、五十年くらい前までは人間ともわりと仲が良かったんだよ。僕達ってマイペースで好奇心旺盛な性格の個体が多いから、海の中にはない、人間の作った物や食べ物には凄くそそられるんだよねぇ」

「へぇ……」

　くつくつと沸かした湯が煮える音が響いて、フィーリオはヤカンを火から降ろした。用意してあった茶葉入りのティーポットに注ぐと、ラナの傍のテーブルへと運んで来た。片手にティーポット、反対の手にティーカップ二つ、さらにはスラスラと会話を続けるマルチタスクっぷりに思わず感心しながらティーカップを受け取った。

「だから、人間から時々そういう物をもらって、それと引き換えに沢山の魚をプレゼントしてたんだ。なんだろう、持ちつ持たれつっていうか、そんな感じ？　でもその均衡は崩れてしまったんだ。海賊や盗賊みたいな犯罪者がこぞって海に出るようになったから」

「ああ、なるほど。船が発達してきた時代ですからね。その人達が人魚を捕らえて……」

　人魚の涙は途方もない金額になる。となれば強欲な人間達が黙っていない。どの時代にもそういう人間は一定数いて、悪さをするのだろう。

「そうそう、そういうことだね。君も欲しがっているけど、僕達の涙は人間にとってとても希少で高価なんだろう？　その時はこの辺りの海の人魚の半数近くが捕らえられたって聞いてる」

「半数も!?」

「まぁね。それで人魚を無理矢理泣かせるために、かなり凄惨なことをしたらしい。暴力は序の口で、目の前で子供を殺したりだとか」

「そんな……。酷い」

　ラナは堪らず口元に手を当てて小さく呟いた。

　フィーリオは特に気にした様子も無く言葉を繰り出しながら蒸らした紅茶をカップに注ぎ始める。ちゃぽぽ、と音を立てながらカップに流れ込んだ色付きの液体から香ばしい香りが立ち上った。

「……まぁそれは、海神が洪水を起こして街を流して収めたんだけどね」

　テーブルの上を滑らせるようにしてラナの前にカップを差し出すと、フィーリオは肩を竦めて見せる。そのおどけた様子が会話の重さにそぐわなくて、ラナは背馳はいちしているような感覚を覚えた。

「海神？」

「まぁ、神なんて名ばかりで、実態はこの辺の海域を仕切ってる長みたいなものだよ。偏屈なオジサン人魚」

「そう、なんですか……海神……」

　オジサン人魚というワードに、思わず中年太りでお腹がぽこんと膨らんだうだつの上がらない容姿を想像してしまう。

　上半身裸で下半身が魚のオジサン人魚。なんだか堪らずげんなりとしてしまいそうな想像に、ラナは二度、三度と頭を振ってその映像を脳内から追い出した。

「そうそう、僕の父さん」

「へぇ、そうでしたか、お父様が。…………お父さん!?」

















16　引っ張り過ぎも玉に瑕












「ちょっと……情報量が多すぎて……」

　まさか神と呼ばれるような人物がフィーリオの父親だとは。ツキツキと頭の痛む感覚がして思わず瞼を閉じた。この容姿の息子を生み出した父親がまさか先程想像した容姿だとも思えず、恐らくはもっと整った姿の人魚なのだろうと考えを改める。

「それでその件は収まったんだけど、でも僕達は人の前に姿を現すのをやめたんだ。もう、捕らわれないように」

「そうですか、だから私に……。いえ、賢明な判断ですね」

　だから私に忘却の魔法を掛けたんですね、と。そう言おうとして慌てて口を噤んだ。

　人間に捕らえられる恐怖がそうさせたのであれば、ラナが覚えていることを知らないほうが、フィーリオの心の平穏も保たれるだろう。昨晩思い至った理由はやはり当たっていたのだと再確認する。

　ラナは別に人魚を捕らえて拷問なんてする気はないのだから、八年前のあの時、初めての恋に落ちた大切な記憶は一人でそっと覚えていよう。

　そう思って、手元のティーカップに口を付けて喉に流し込んだ。

「とまぁ詳細はこんな感じだって聞いてるよ」

「なるほど……。なんだか想像以上に大変な話のようで、聞いてしまってすみません」

「いや、いいんだ。僕が生まれたころの話で僕自身は覚えてもいないからね」

　フィーリオは長話での口の乾きを潤すために、一気に冷め気味なティーカップの中身を飲み干している。さらにポットから注ぐと、保温されていた紅茶は再びほかほかと蒸気を上げた。琥珀色の液体がたぷんと水面に波紋を作ってすぐに収まった。

「それにしても、お父さんが海神……」

　今しがた露呈したフィーリオの立場が頭からこびり付いて離れず、無意識のうちにぽそりと溢してしまう。

　フィーリオはこの辺りの海域を仕切る長のようなものだと言っていたが、人間でいうところの国王に近い存在ではないかとラナは思う。となると、その息子であるフィーリオは王子の地位に相当するのではないだろうか。

　そう考えると、フィーリオの物腰の柔らかさや優しい言葉遣いなどがラナのイメージする王子にピッタリでなんだか微笑ましい。

「偉ぶってるけど、気のいいオジサンだよ。もう年だから引退したがってるんだけどね」

「引退……世襲制なんですか？」

「そう。でも僕はそんな煩わしいものになりたくないんだ」

「まぁ確かに……フィーは嫌がりそうって想像付きます。ふふ」






　堪こらえていた笑いが思わず溢れて、クスクスと漏らしながら肩を揺らすと、フィーリオは拗ねた表情で僅かに視線を鋭くしてラナを睨む。切れ長の目から放たれる睥睨へいげいは本気の怒りではなく、遊びを含んだ柔らかさがあるとラナにはすぐに分かった。

「わ、失礼だなぁ。僕のことどういう風に思ってるんだか」

「でも、実際嫌なんですよね？」

「……まぁね、ふふふ」

　フィーリオはご機嫌斜めな台詞を吐きながら、手に持ったカップをくるりと回すようにして手遊びしていた。ラナの言葉に、ツンと突き出した唇を引っ込めて蠱惑的に微笑んだ。

「フィー、そろそろ帰る時間ですよ」

　フィーリオの肩越しに、窓から夕日の傾き具合を見て、ラナは椅子から立ち上がった。壁に凭れてまったりしていたフィーリオも、その言葉で同じ様に窓から外を眺めている。

「あっ、本当だね。君の傍居心地が良くて、ついつい長居しちゃうな」

「……！　からかわないでください」

　こともなげに恥ずかしい台詞を言ってしまえるフィーリオが信じられず、それにまんまと赤くなってしまう自分も嫌で、ラナは背を向けてツンケンとした言い方で帰宅を促した。

「えー、本当のことなんだけどなぁ」

「いいですから、ほら早く服を脱いで！」

「ラナってば積極的」

「えっ？　やっ、バカ、違います！」

　明日、またフィーリオが訪れたら着られるように洗濯をしておかなければならない。それを分かっているはずなのに、フィーリオがわざと官能的なものに絡めた言葉で言うものだから、ラナは狼狽して声を荒げた。背を向けていたのに思わず振り返ってしまい、いたずらっ子のような顔付きをしたフィーリオとバチリと目が合った。

「冗談冗談。はいはい、さっさと帰ればいいんでしょう？　まったくもう、もうちょっとゆっくりさせてくれてもいいのに」

　ぶつぶつと文句を言いながら、それでも素直に服を脱ぎ始めたので、ラナは急いでもう一度後ろを向く。背後から、しゅる、しゅる、と布擦れの音が聞こえ、気不味い空気を誤魔化すように鼻を啜り、それでもこの気不味さすらくすぐったくて心地良く思ってしまうのだから世話はない。

「じゃあラナ、また明日ね」

　キィ、と立て付けの悪い扉が音を立てて、フィーリオの優しい声が響いた。

「はい、また明日」

　すぐにぱたんと扉の閉まる音がラナの後ろから聞こえる。ラナは漸く落ち着けるとホッと息をついて、今しがたフィーリオの出て行った扉に近寄るとその扉をそっと撫でた。

　少し感傷的すぎるだろうか。早く洗濯物をして、依頼されていた薬品作りの続きをしようと。そう思って踵を返した瞬間に、ドアの向こう側から陽気な声が聞こえた。

「あ、そうそう。僕の肌が見たいなら早く脱いでなんて言わずに、今度からはラナが脱がせ、」

「早く帰れ！」

　その声に返事はなく、代わりに湖からパシャンと魚が跳ねるような水音が聞こえた。

















17　やる事はやって…あっ












　フィーリオにとって、人間とは面白い存在だ。腕のようなものを尾の部分に生やして、それを自在に動かして歩く、不思議な生き物。

　フィーリオも魔法で人型になって脚で歩けるが、やはり尾ひれで水の中を泳ぐほうが自然で気持ちいい。まぁ人間からすれば、人魚のほうがよっぽど不思議な生き物だと思っているようだが。

　八年前のあの日、フィーリオは偶然見付けた美しい洞窟秘密基地へと向かっていた。

　海底にある自分の巣はフィーリオにとって落ち着ける場所ではなかった。父に恋をしている母と、まだ誰にも恋をしていない父。

　泣いて泣いて泣き暮らす母と、腫れ物を触るような父。冷めきった巣の中は重苦しい雰囲気で、フィーリオが息抜きに出掛けるのは、専らその秘密基地だった。

　若い人魚だった母は父に恋をして想いを告げた。

　恋に破れると泡になって消えてしまう人魚にとって、想いを告げるのは一世一代の覚悟が必要だ。

　父は母に恋をしてはいなかったが、否と返事をすると母が泡になり消えてしまう。海神として仲間を泡に帰すわけにいかなかった父は、母への返事をしなかったのだ。

　恋をしていない父は、母の気持ちを受け入れこそしなかったが、代わりに二人で暮らせる巣を作り、大切に母を守ってきた。そうして、そのうちにフィーリオが産まれた。

　焦がれて焦がれて、それでも手に入らない父に想いを寄せる母。自らが愛されない事実を嘆き、ポロポロと溢した涙はそのうちに、一つの部屋を埋め尽くす量になっていた。

　愛する人を想って流す最初の涙は、人魚にとってお守りのような大切な宝石だ。本来ならば父にあげたかっただろうその涙は、フィーリオの首に掛けられている。

　フィーリオは父も、そして母も恨んではいない。

　父を愛してしまった母が悪いわけでも、母を愛せない父が悪いわけでもない。二人ともフィーリオを可愛がり大切にし、慈しんで育ててくれる。二人の間に愛が無かろうと、不自由なく愛情のある家庭だった。

　人間が聞くと酷い話だと思うのだろうが、一生に一度しか恋のできない人魚にとってこの話はごくありふれた悲恋である。

　だが、時折どうしても息が詰まってしまうのだ。海神の息子である自分はどうしても過度な期待をされやすい。そういう時は決まって、息抜きに洞窟を訪れる。

　その日もいつもの経路で秘密基地へと向かっていた。

　ただいつもと違ったのは、海底にゆるりと沈んでいく白く小さいものが視界の端を掠めたこと。無視して洞窟へ行こうか、と思いつつも、人魚の好奇心が擽られて堪らずその物体へと泳いで近付いた。

　近付くにつれ見えたのは、生まれて初めて見る人間で、意識を失いかけたその人間は二本の脚が生えている。沈む体をそっと支えてやると、浮力があるにしても軽すぎるその重量にゾッとした。

（海を泳ぐ尾ひれがないだなんて、人間はなんて不便な生き物なんだろう）

　最後の息を肺から吐き出した人間を落とさないようにぎゅうと抱き締めて話し掛ける。水の中を揺蕩うその人間の髪を見て、今まで見た人魚の誰よりも美しい髪だと思った。

『ああ、落ちちゃったんだね。大丈夫、僕が助けてあげる』

　それがフィーリオの、ラナと出会った初めての記憶。

　フィーリオがラナに忘却の魔法を掛けたのは、父が決めた掟だった。

　同胞が乱獲された苦い経験から、人間と対峙した場合必ず忘却の魔法を使用するよう命じられている。この小さな少女が人魚に危害を加える存在にはとても見えなかったが、掟は掟。

　フィーリオは少女に忘却の魔法を掛けて全てを忘れるように仕向けたのだ。

　眠った少女をじっと見詰める。自分の半分ほどしかない肩幅に、小さな手、細い腕、そして二本の脚。指先で頬を突くとぷにぷにと柔らかい感触がした。

　種族的に美形の多い人魚と比べれば特別美人だとは言い難い。だがなぜかその少女が気になって、暫く隣に付き添った。

　巣に戻ってからも、フィーリオは少女のことを考えた。この興味はきっと、人間に向いたものなのだろう。そう思ったフィーリオは、人型で人間の街に遊びに行くようになった。

　父に知られれば憤怒し激昂される未来が目に見えていたが、それでも、人間の作ったもので溢れ返る街を散策するのは楽しかった。しかし、あの人間に初めて会った時のような高揚感は得られず、そのうちに街に行くのを止めてしまった。

　それから数年経ったある日、どこか既視感のある女性がフィーリオの前に姿を現した。

　それがあの時の少女だと気付いたのはその少しあとで、フードをすっぽりと被った姿では直ぐに察知できなかった。

　少女から女性へと変貌していて、人間の成長は随分と早いらしい。名前はラナだと教えてもらった。数年ぶりの再会に、途端あの時感じた高揚感が舞い戻り、ラナに興味が湧いた。

　ラナは友人のために解呪の薬を作りたいらしく、それには人魚の涙が必要らしい。フィーリオはそれを好都合だとほくそ笑んだ。

　詳しく聞いてみると、特に命に関わるような呪いではないらしいし、その友人には少し悪いがなんとか逢瀬を引き伸ばせないかと画策する。最終的には人魚の涙を渡すつもりだが、それまでの間は涙を見せずにラナの傍に居たかった。

　確認したかったのだ、この高揚感の正体を。どうせ部屋中に、母が流した涙が腐るほどあるのだから、いくつあげても構わない。

　ただ、フィーリオ自身の涙は流さないようにしなければ。ラナは、フィーリオの涙が宝石になると思い込んでいるのだから。

　契約を結んでから、本来なら泣かされなければならないフィーリオは笑いっぱなしで。

〝泣かせる〟のベクトルが明後日を向いているラナが可愛くて、むしろラナが泣きそうになることのほうがずっと多い事実にフィーリオの心が温まる。ひとつ、またひとつと逢瀬を重ねる度にじわじわと満たされていくのを感じ、フィーリオは海の底を泳ぐより、洞窟へ遊びに行くより、この時間が大切なものへと変わりつつあった。

　嬉しさや照れ、微笑みといった表情は隠そうとするラナ。

　驚きや戸惑い、憂いといった表情はすぐに表に出るラナ。

　一生懸命で、なのにどこか冷めたところのある不思議な女性はいつでもフィーリオの心を躍らせた。フィーリオに兄弟は居ないが、もし妹が居たらこんな感じなのだろうかと夢想する。

　可愛くて可愛くて、ドロドロに甘やかしてやりたいのにどこか悪戯心も擽られて、その度に少し揶揄ってしまう。

　もっと、笑った顔も困った顔も見たいと思うこの高揚感を探る為に、フィーリオは今日もラナの元へと出掛けて行くのだ。

















18　働いたら負けだと思ってる












「フィー、すみませんが明日はキャンセルに出来ますか？」

「構わないけれど……どうして？」

　フィーリオはキッチンで洗い物をしながら、ラナの言葉に肩をピクンと揺らして反応を返した。お茶を淹れてくれるのだから洗い物くらいする、とラナはいつも言うのだが、フィーリオが洗い場に立たせてくれない。

　フィーリオは振り向きもせず僅かに声色を硬くして、単調な抑揚のない音でラナに問い掛けた。

「実はそろそろ作らなくてはいけない薬品があって、それに集中したいんです」

「ふぅん……」

「恐らくもう幾許いくばくもしないうちに受け取りに来るはずなので、作っておかないといけないんですよね」

「そう……」

　その声色からフィーリオの真意を読み取れず、ラナは慌てて弁解するように早口に理由を告げた。

　本来なら内容を説明する義理もないのだが、ただならぬフィーリオの雰囲気に呑まれてしまい、ラナが悪いことをしている錯覚に陥る。口数の少なくなってしまったフィーリオを心配し屈託してしまいそうになりながら、フィーリオの後ろ姿に向かって名前を小さく呼んだ。

「フィー？」

「ラナ、君って錬金術師なんだよね？」

「はい、そうですよ」

　唐突になにを問われるのかと思えば、ラナの仕事のことだった。ピシャ、と手に付いた水を軽く弾いたフィーリオは振り返ってタオルを手にすると、拭いながらゆっくりとラナに近付いてくる。

　近過ぎても離れ過ぎてもいない、絶妙な距離感でラナを見下ろして、先程の固い声色からぐっと明るいトーンに変えて話し掛けられた。

「僕、君が仕事してるところ見てみたいなぁ」

「えっ!?　でも大昔の錬金術師のように金属を錬成したり、石を作ったりはしないのでとっても地味ですよ？」

「うん、それでもいいから見てみたい」

　現在、金属の錬成が出来る錬金術師はこの世にいない。

　ラナの祖父は、その高難易度の錬成が可能だったことから希代の錬金術師と呼ばれていた。しかし、神はその祖父を最後にして不世出な才能を世に出してはいない。

　派手なアクションのない地味な薬品の精製は、特に見ていて楽しいものでもないし、実際、マシューに『地味だ、つまらん』と言われたこともある。……もし今そんな口を叩けば、間違いなく残り少ない髪を引き抜いてやるが。

「……そう……ですか。わかりました」

「いいの？　明日も来ていい？」

「ええ、あまりお相手出来ないかもしれませんが」

　ワクワクとしたフィーリオの勢いに押されてラナが頷くと、その美しい顔に笑みが増した。






　錬成は、オペラやバレエのようなもの。

　ラナの祖父はよくそう言っていた。

　一つ一つ明確化された素材と手順、それを流れるように錬成する動きは正にオペラやバレエのような芸術性があると。

　ラナは朝摘みのコトコツロ草を有機溶剤に浸しておいたものを取り出した。しっかりと油が抽出されているのを確認すると、厚手の手袋を装着して海綿を掴み、油の中にどぽんと音を立てて腕を入れた。油を吸った海綿はふくふくと膨れ上がる。垂れ落ちないよう慎重に腕を上げて、テーブルに置いてある鍋の元へと大股で寄った。

　煮出して青く光る鍋の上で海綿をギュッと握ると、黄金の油が鍋の中にぼとぼとと落ちる。途端、鍋の中の液体が鮮やかな緑色に変わり、ラナは満足気に額の汗の粒を腕で拭った。

　手袋を外してその辺りにぽいと投げ、仕上げに、アルコール漬けしてある虹色トゲ鳥の羽根を取り出す。その名の通り虹色の羽根を持った、棘の生えた鳥から採取した素材である。

　アルコールがぽたんと机に滴るが、純度の高さから見る間に蒸発して消えてしまう。

　その羽根を、鍋の液剤の水面を撫でるように動かすと、鍋の中からパチパチと揚げ物を揚げているような破裂音が小さく響いて、ラナはホッとして羽根を引き上げた。成功の証の音である。

　午後に入ってから、かれこれこの作業を何刻も続けているラナの肩がキチリと悲鳴を上げている。非常に地味な作業を黙々とこなしていたが、それでもラナにとってこれは天職であり心から楽しめる仕事だ。

　痛む腕をくるりと回して解していると、背後から静かに声を掛けられた。

　精彩を放つラナをじっと観察していた双眸は、感心の色を乗せていた。

「ラナ、君凄いね」

「えっ？　いや、そんな……放ったらかしにしてしまってすみません。一旦休憩にしますね」

「うん、わかった。昨日は無理を言って了承してもらったんだから、僕のことは気にしないで。見ているだけでも凄く楽しいよ。ところでなにを作ってたの？」

　かなりの時間放っておいたが、フィーリオは不機嫌になることも飽きることもなかったようだ。作業に集中してフィーリオの存在を完全に忘れていたのを申し訳なく思いつつも、なにがそんなに面白かったのか甚だ疑問である。

「なら良かったです。作っていたのは〝カビを死滅させるかもしれない薬〟ですよ、地味な作業でしょう？」

「そうかな、動きが綺麗で……僕は好きだよ」

「…………」

　ラナが疲れた体を休められるよう、フィーリオが一つしかない椅子から立って場所を空けてくれた。その意図を正確に読み取り腰掛けると、フィーリオはサラリと賛辞を口にし、ラナは思わず押し黙った。

「照れてるの？　可愛いね。あっ、お茶でも淹れるから、少し二人でゆっくりしようか」

「て、照れてません！　お茶はいただきます」

　冗談じみた口調で揶揄いながらキッチンへと向かうフィーリオは、ラナに流し目で視線を向けてそう言った。

「……それにしても、ラナ。君は不思議な子だね」

「私にしてみれば、フィーのほうがよっぽど不思議な存在なんですが」

「そう？　そうか、そりゃそう思って当然だ。そういえば、もうそろそろ二度目の満月だね」

「ああ、もう……そんなに経つんだ……」

　相変わらずフィーリオの淹れてくれたお茶は美味しくて、ラナは香りを楽しみながらお茶を口に含む。一切の休憩を挟まず仕事をしていた体に染みて、ホッと息を吐いた。

　フィーリオに言われて初めて、そろそろ二度目の満月が近い事を思い出した。期間の半分が終わってしまうその寂しさと、まだ涙を手に入れていない焦りに心が暴れ出した。

「ラナが僕を泣かせるのはいい加減無理なんじゃないかって思ってるんだけれど」

「実は、思い付いた秘策があるんです」

「へぇ？　秘策ね」

「明日は覚悟しておいてください。本気でいきます」

「……それは楽しみだな」

　フィーリオの声のトーンは普段より一段低いものだったが、ラナはそれに気付かずに意気込んで、腕まくりして拳をぎゅっと握り突き出す。気合充分なそのポーズを見て、フィーリオがぷっと吹き出した。

















19　残念ながらそれでも賑わってなさそう












　翌日の昼間、そろそろ午後に差し掛かるだろうかという時間帯。ラナの家に訪問者が訪れた。

　薬品を作るラナの背後でガチャと扉の開く音がしたが手が離せず、一番重要なタイミングだったので目も離せない。

　訪問者に背を向けたままで手に持ったガラス瓶を揺らしながら、不思議に思った。フィーリオが来るにはまだ少し早い時間で、もしフィーリオならば必ずドアをノックする。

「ん……？　フィーですか？」

「いや、俺だ」

　控えめに問うた声に反応したのはフィーリオよりも数段低い声で、それがマシューの声だと分かるや否や落胆の気持ちが湧き上がった。コゥと扉から吹き込んだ風がラナの髪を揺らす。

「ああなんだ、マシューか」

「なんだとはなんだ。……冬に生きる蝶の鱗粉、手に入れたぞ」

　不機嫌そうなマシューの声は元の声の低さも相まって怒っているような響きだが、恐らく拗ねているだけだろうと察する。幼馴染だからこそ分かるが、普通の女性相手では怖がられてしまうのではないかと不憫に思った。

「そっか、お疲れ様。ちょっとその辺で待っててくれる？　これ終わらせたら呪いの進行具合見たいから。……というかドア閉めてくれないかなぁ、地味に寒いんだけど」

「ああ、待ってる。が、ドアは閉めない。俺がどれくらいの期間雪国に居たと思ってるんだ、太陽の光を浴びたい。だからドアは閉めない」

　断固とする強い口調でそう言われて、その傲慢さにラナは落胆の溜息を吐いた。

　やっと仕事が一段落ついて振り返った先には、見慣れてきた軍帽を被ったマシューがいて、笑いを溢さないように心と顔を戒めながらそっと近付いて帽子を取った。

　下から現れたのは、最後に見た時よりも酷い状態の頭皮で、笑いよりも先に訪れたのは憐憫の気持ちだった。

「うわぁ。……うわぁ」

「そ、そんなに酷いか？」

　ラナの反応に過剰にビクンと肩を揺らしたマシューは、捨てられた子犬のような不安に揺れる瞳をラナに向けた。

　頭頂部は地肌が完全に露出し、おでこの面積も上がっている。サイドはまだ地肌が見え隠れする程度だが、これも時間の問題に見えた。

「いや……まぁ、うーん。あるっちゃある」

「……かなり少ないんだな」

　落胆ししょぼくれた声はマシューが落ち込んでいると示していて、ラナはその声に慌ててフォローを入れようとマシューの顔を覗き込んだ。

「か、枯れ木も山の賑わいって言うし！」

「ふざけるな、俺の髪は意味のないものの寄せ集めじゃない。一つ一つ……いや、一本一本に意味があるんだ」

　我ながら地雷を踏み抜くような斜め上なフォローしか出来ず、案の定マシューは反発するように語気を荒らげた。ラナがはぁ、と小さく溜息を溢すと、その呼吸がマシューの髪をふわりと揺らす。そしてはらはらと二本の髪が床に散って行った。

「あっ、今意味が二つなくなったみたい」

「二本も抜けたのか!?　嫌だ、枯れ木に花を咲かせてくれ」

「だから今頑張ってるでしょ？」

　ここまで情けない姿しか見せていないマシューだが、これでも一個中隊率いる凄腕の軍人である。

　普段は部下に敬われ、そして恐れられている、強く厳しい人間であるはずなのに、毛髪くらいでここまでガタガタになってしまうとは。

　男のプライドとは面倒なものだ、とラナは倦厭けんえん気味に答えた。

「……これで、素材はあと二つだな」

　そう言いながら、マシューは胸元のポケットから小さな小瓶を取り出してコトン、と音をさせながらテーブルに置いた。

　中身はもちろん、冬に生きる蝶の鱗粉である。小瓶の中をキラキラと反射する粉末が舞って、スノードームのようにも見えた。ラナがそれを指先でつまみ上げて揺らすと、中の鱗粉の動きが一層激しくなった。

「あとは万年生きた亀の甲羅の苔と、それから」

「人魚の涙。亀は既に情報を仕入れていて、手に入りそうだ。そっちはどうだ？」

「ええと……まだ……」

　中々フィーリオを泣かせられないラナは、気不味そうに視線を逸らした。マシューが苔を入手してしまうと残るはラナの仕事だけ。

「なに!?　もっと気合を入れろ、そんなんじゃいつまで経っても手に入らないぞ」

「……そんな根性論で語られても。私なりに頑張ってるよ」

　焦りと苛立ちを含んだ声で言い詰められて、ラナはむっとして頬に空気を溜めた。

　マシューはカツンカツンとブーツの踵を鳴らして逼迫した状況を訴えるが、ラナだってこの状況を早く打開しなければと策を講じているのだ。横から口煩く言われては出来ることも出来なくなってしまう。

「早くしないと、お前の作った〝髪が生えるかもしれない薬〟でも限界が近い。対症療法もいいが、原因療法をしない限り俺の髪が……抜け続けるだろう」

　高級品を謳う育毛剤や櫛よりもラナの作る薬のほうが効果はあるようだが、所詮は呪いの進行を遅らせるだけに過ぎない。

「あっ、そうだ。マシューの為に〝髪が生えるかもしれない薬ＥＸ〟を作ったんだ！」

「使う」

　即答で答えたマシューの表情は真剣で、目が『早く寄越せ』と言っているようだった。基本構造は変わらない試験的な薬、〝髪が生えるかもしれない薬ＥＸ〟が益体気味の頭皮にどこまで効いてくれるかは分からないが、本人が乗り気で使用したいと言うならば試してやりたい。

　ラナは作業台の引き出しから薬剤の入ったブリキ缶を取り出した。

















20　打算的な気持ちが無い訳ではない、故に試す












　従来の〝髪が生えるかもしれない薬〟は液体タイプで、抽出した四種類の海藻エキスを使いやすい濃度に薄めたものだ。

　今回ラナが作ったのは、その上をいく代物だった。

　四種類の海藻エキスを六種類に増やし、希釈せずそのまま油分に変換させる。液体ではなく、半固形のクリームタイプになるまで練りに練った、塗っても流れ辛いこの〝髪が生えるかもしれない薬ＥＸ〟はラナの自信作である。

　マシューに効果が見られれば商人に卸そうと考えていた。

　幼馴染を実験台にするのは心苦しいものがあるが、本人も背に腹は替えられぬと納得の上で使用するのだから問題ないだろう。

　ブリキ缶の蓋を捻って開くと擦れてカラカラと音が鳴った。優しい薄緑色のクリームを指先の温度で柔らかくしながら少量取って、反対の手でマシューの顎に指をかけて上を向かせる。

「じゃあ塗るよ。ちょっとひやっとするけど、直ぐ体温で温まるからね」

「わかった」

　椅子に座って尚、ラナより少し下、ほぼ正面にある頭。

　生え際からクリームを塗ろうと上を向かせたが、瞼を閉じ素直に上を向く幼馴染の顔はやはり無骨な男前で、いっそ潔く髪を剃ってしまってもカッコイイのに、と残念に思う。

　とっ散らかった頭より見栄えも良くなるし、なによりそれが似合う顔付きでもある。フィーリオが髪を剃ってしまったら、と想像して、その似合わなさにふっと笑いを溢した。

「どうした？」

「ううん、なんでもない。付けるよ？」

「……ああ」

　生え際から指二本分下にクリームを塗布する。肌で温まっても垂れ流れない硬さに調整したが、上手くいったようでその場に留まっているようだ。

　ホッとしながら、後退した部分を取り戻せるよう念入りにクリームを塗り込んだ。

「今日はどんなふうに付けるのかお試しで付けてあげるけど、これからは一人で塗るんだよ？　基本お風呂上がりで毛穴が開いてる時がいいんじゃないかな」

「そうか、わかった」

「強く塗りこまなくてもその場に留まってジワジワ浸透するはずだから、優しく丁寧に。次は側頭部に塗るよ」

　不安にさせないよう優しい声色で細かに説明をしながら、手でクリームを掬っては塗る。上を向かせていたマシューの顔を傾けて、モミアゲや耳の上の辺りにもクリームを置いていった。

　しっかりと効果が出て欲しいので少々厚めに塗って、惜しまずブリキ缶のクリームを指で掻き出した。

「で、次は後頭部」

　両手でマシューの頭を掴んで下を向かせて、後頭部を曝け出す。ここはそう酷い状態ではなく、地肌が見える部分が少ないので髪を持ち上げて根本にヒタヒタと塗っていく。一番温かい後頭部でクリームが流れないのを見ると、ラナの思惑通りの固さになっていたようで一安心だ。

「で、最後に頭頂部。あー、やっぱりここが一番酷いね。でもって一番塗りやすい」

　ポソっと呟いたその言葉にマシューの表情が強張ったものになった。

　言い方が気に食わなかったようだが、黙り込んでいるので反論はしないようだ。

　柔肌にクリームを塗りながら少しマッサージをしてやると強張った表情が落ち着いたので、ホッとしながら施術を進めた。

「あれ、今気付いたけど睫毛も減ってない？」

　一通り塗り終えてブリキ缶の蓋を閉めようとした時に、ふとマシューの睫毛を見てそう思う。以前のふさふさとしていた睫毛のボリュームが少なく見えて、蓋を閉める手を止めてじっと観察する。

「……!!　な、そんな……」

「だ、大丈夫！　睫毛にも塗ろう！　天然成分と私の魔力しか入ってないから、もし眼球にクリームが触れても大丈夫！」

　椅子に座ったまま慌て出すマシューを宥めすかしながら再びクリームに指を突っ込むとにちゃりと音が鳴った。指についたクリームが他の部分に付着しないように手首を曲げて、掌底部分をマシューの頬に当てて頭を固定する。

「本当か……？　瞼に触れられるのは怖いんだが」

「私も他人の目なんて触ったことないから怖い！　大丈夫、塗って安心、舐めて安心の育毛クリームだから、睫毛も頑張って元に戻そうね！　ほら、もう一回上に向いてくれる？　そう、目を閉じて……そのまま」

　左手の指先でマシューの顎（おとがい）を持って上を向かせた。急所に触れられるのを怯えているのか、ふるふると揺れる睫毛と瞼をガン見しながらぴとんと右手のクリームを睫毛の生え際に塗り込んでいった。

「ん……」

「大丈夫？　こんなの初めてだもんね、私も初めてだし……。でも大丈夫、怖くないよ」

「ああ、……っ」

「んー……、あ、垂れそう」

　加減が分からず恐る恐る乗せたクリームの分量が多過ぎたようで厚ぼったく塗った場所から薬剤が溢れ落ちそうになっている。

　ラナは良く見えるように顔を近付けながら、小指の先で拭おうと指の腹を目尻に押し当てた。

「早くっ」

「わかってる、いい子に待ってて」

　マシューの目尻から瞼の中央へ指先を滑らせるようにしてクリームを拭うと、改めてちょんちょんと少量ずつを睫毛に沿って塗布する。

「ん、もう少し……」

















21　ありがち？　王道？　否、誤解












「ほら、もう一回上に向いてくれる？　そう、目を閉じて……、そのまま」

「ん……」

　そんな声が聞こえてきたのは、フィーリオがラナの小屋に近付いてすぐだった。

　ここに来る時はついつい浮足立ってしまい、その逸る心を抑えて湖から体を上げる。昨日ラナが言った、『秘策がある』という言葉がいつもよりフィーリオをわくわくさせていた。

　水の魔法を扱うのは得意なので、いつも通り指先一つ鳴らすだけで体から水分を飛ばして、それからラナが用意してくれている木箱を開いた。湖の傍に設置された木箱は雨風が凌げる程度の簡素な造りで、金具を外して扉を開くと中にはラナが洗濯して置いておいてくれる清潔な服が入っている。

　それを手早く身に着けてようやく、ラナの家に入ることを許されるのだ。人魚に服を着る習慣はないが、照れ屋なラナの為に服を着るようにしたお陰か、最近はすっかりと慣れつつあった。

　普段は閉まっている小屋の扉が開いていて、不思議に思いながら近寄ったフィーリオの耳に届いたのが先程の会話だ。

「大丈夫？　こんなの初めてだもんね、私も初めてだし……。でも大丈夫、怖くないよ」

「ああ、……っ」

「んー……、あ、垂れそう」

　聞き慣れない敬語ではないラナと、聞いたことのない低い男の声。

　聞こえてくる会話の内容に、嫌な汗が吹き出しそうな、腹の底がぐるぐると不快を訴える。吐き気にも近い感覚がフィーリオを襲った。体温の低い人魚だが、底冷えする悪寒が足元からゾワリと這い上がる。

　音を立てないようにして、開いたままの扉から中を覗き込んだ。

「早くっ」

　男の急かす声は切羽詰まったような、それでいて甘えるような声に聞こえて嫌悪感が湧き上がった。

　覗いた扉の中にラナの小さな後ろ姿が見えた。ラナの体で隠れてしまっているが、細い肩幅では隠れ切らぬ男の太い腕と足が見えてフィーリオは眉間に皺を寄せる。

　どうやら椅子に座る男に向かい合わせに寄り添っているようで、ラナは男を僅かに見下ろす位置から声を掛けているようだ。

「わかってる、いい子に待ってて」

　そう言って、ラナの顔がぐっと男の顔に近付いた。フィーリオの角度から見えたのはラナが男に口付けをしている姿で、その光景に思わず目を奪われる。

「ん、もう少し……」

　ラナの両手が男の顎や頬に触れていて、その手が男の顔の角度を変えさせる。

　今まで聞いたことのないラナの気安い態度、そして言葉遣い。それがフィーリオの心を揺さぶった。

「ラナ？」

　フィーリオにとってほぼ無意識に、自然に、二人の行為の邪魔をする呼び掛けがするりと口を突いて出た。不意に呼ばれたラナが振り返ってフィーリオを見留めると、その目が驚愕に見開かれた。

「ふ、フィー！　来るのが早かったですね、驚いた」

「……ああ、ちょっと早く着いて。……なにしてるの？」

「ぁ……っ、客か」

　慌てて男から一歩離れたラナは、チラリと背後に視線をやって、男を隠すようにその前に立つ。

　男は喉の奥から絞り出したような急いた声を出し、膝の上に置いてあった軍帽を慌てて頭にすぽりと載せたようだ。

　それからゆったりと立ち上がり、フィーリオを鋭い眼差しで射抜いた。睨んでいるわけではなく、元よりこういう目付きなのだろう。

　ここにきて初めて見る男の顔は想像以上に整っていて、フィーリオの顔とは違う男らしい精悍な顔付きである。異様に焦る心を押さえ付けて、フィーリオは男ににっこりと微笑みかけた。

「ラナ、俺は帰る。客人の相手をしろ」

「うるさいなぁ、わかってるよ。……あっ、待って、これ」

　そう言って、ラナはパタパタと動いて引き出しから大量のブリキ缶を布のバッグに詰め込んでいる。

　一つ入れる度に静かな部屋にカシャン、カシャンと音が鳴り、パンパンに詰め込んだ布鞄を重そうに持ち上げた。チラリと頭を掠めた手伝おうか、と思った気遣いは不要なようで、ラナは男に近付くと鞄を手渡した。

「はい、毎日使ってね」

「ああ、すまない。ありがたく使う」

　親しそうに笑い掛けて、親しそうに触れて、親しそうにプレゼントをするラナ。

　自分にはほとんど笑い掛けてなんてくれないのに。自分には触れてくれないのに。自分が触れると慌てて飛び退くくせに。プレゼントだってくれたことがないのに。

　そう考えると、フィーリオの心はどす黒い染みで埋め尽くされていくように感じた。

「そうだ、次に来るまで暫くは間が空く。亀探しと、それから……俺が追っていた呪術師のいる犯罪者集団がまた活動を開始したらしいから、忙しくなるんだ」

「そうなんだ、大変だねぇ。わかった、気を付けてね」

「じゃあ、また来る」

　見るからに強そうな、男の太い腕がラナの頭をぽんと撫でた。

　ラナも一切嫌がる素振りを見せず受け入れて、それどころか機嫌良く手を振り返す始末で、次の約束まで取り付けている。

　酷く居心地の悪い感覚に、今の人間の姿では存在していないはずの鱗が、開くような錯覚をした。

　妹のように可愛がっていた筈なのに、世の兄はこんな思いをしているのだろうか。実際に妹がいるわけではないフィーリオには分からないが、こんな嫌な気持ちになるくらいなら自分に兄弟は要らないと心の底からそう思った。

　男とすれ違う際に、もう一度チラリと目が合う。

　敵意のないその視線がフィーリオに刺さり、互いに様子を窺う様にして小さく目礼した。

「どうしました？　早く入ってください」

「……うん」

　ラナの言葉で扉の外に立ち尽くしていたことに気付いた。聞き慣れたはずのラナの敬語が無性に苛立ちを呼び起こして、いつもよりも大股で歩き家に入り込む。嗅ぎなれない薬草のようなもったりとした臭いが充満して鼻についたので、扉は閉めずに開け放したままにしておいた。

















22　必ず意思確認は行うべき












「えっ、……フィー、どうしました？」

　いつも座る一つしかない椅子は、先程まであの男が座っていた椅子だ。そこに座りたくなくて、フィーリオはラナの傍に近寄った。

　途端に逃げるように距離を取るラナが気に食わず、さらに距離を詰める。

「えっ、え？　近っ、なにっ……フィー？」

　近寄る、逃げる、近寄る、逃げる、近寄る。

　半ば追い詰めるようにして壁際へと追いやると、黙ったままのフィーリオを不安げな二つの瞳が捉えた。口を開けば酷いことを言ってしまいそうで一呼吸置いてからゆっくりと口を開いた。

「ラナって……」

「……？」

　あんなふうに男性と接することが出来るんだね、と言おうとした口を噤む。一呼吸置いたのに、結局浮かんだのは嫌味のような台詞で、冷静さを欠いた自分に呆れてしまう。こうやって責める権利なんてフィーリオにはないのだから、言ってはいけないと己を戒めた。

「いや、なんでもない。ラナ、こっち向いて……」

　壁にぐっとラナを押し付けるようにして腕の中に囲い込むと、左手をその華奢な腰にくるりと巻き付けた。

　初めて出会ったときと変わらぬ細さは、あの時の水中で味わったゾッとした気持ちを呼び起こす。

　服越しに人間独特の温かい体温が伝わって、フィーリオの心を落ち着かなくさせた。

　右手でそっとラナの頬に触れると、元より上気した顔にさらに赤みが増した。そのまま視線を逸らせないよう優しく顔を持ち上げた。

「……ひゃっ」

「今の人は、恋人？」

　どうしてか、この問いはフィーリオに恐怖を齎した。

　なによりも聞きたくて、なによりも聞きたくない。そんな矛盾した気持ちを抱えながらも返答を聞き逃さないように上に向けた顔をじっと見詰めた。

「いえ……違い、ますけど……」

　ど、っと。

　安堵が血脈を駆け巡り体を満たしていくが、それと同時に僅かな苛立ちも芽吹いた。それは確かに小さな芽となって、腕の中で困惑しているラナに向かって急速に成長していく。

「ふぅん……恋人じゃなくてもあんなこと、出来るんだね」

「あんなこと……？」

　まったく心当たりがないといったその素っ頓狂な言い方に、堪らずその身長差を埋めるほど背中を曲げて顔を近付けた。

「なら、僕ともしようか……ん……」

「……ん!?　んんっ、ん！」

　軽く、ごく軽く、ラナの唇に唇を重ねた。想像以上に柔らかなその感触はフィーリオの苛立ちを浄化していくようで、重ねただけの唇から熱が伝わった。

「……ふ、……っん」

「んむっ、フィー！　っは、……ぁ」

　鼻にかかる甘い声は、今までラナから聞いたことのない類のもので、低体温な人魚の体が僅かに温度を上げた。ラナが驚きと戸惑いで縋るようにフィーリオの二の腕にしがみついて来たことに機嫌を上向かせて、一度唇を離した。

「は、なんか甘く感じる……」

　ラナに触れていた部分の唇の皮膚を、舌なめずりするようにぺろりと舌で拭うと、あるはずのない甘さを感じてフィーリオの顔が綻ぶ。なにか言いたげな、いや、実際なにか言おうとしたラナの唇を遮るようにもう一度塞いだ。

「ていうか、……っんん、んー！」

「抵抗しないで……ラナ……、っはぁ」
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　ラナの唇にぬるりと舌を這わせるとその矮躯が小さく震えて瞳が潤んでいる。両腕をフィーリオの胸板に当てて押し返そうとしているが力も殆ど入っておらず、それで抵抗のつもりなのかと言いたくなった。

　普段水の中で生活し鍛えられたフィーリオにとっては弱過ぎる抵抗で、その非力さに愉悦すら浮かぶ。

「ゃ、……っぁ……ふ、ぅ」

　呼吸がし辛そうなラナが口の端を僅かに開いたのを見逃さず、すかさずその隙間に舌をねじ込んだ。柔らかで湿った口内を楽しみながら、ゆっくりとした動きで歯列をなぞった。

　別にフィーリオは自分の口が大きいとは思わないが、ラナの口は唇も、舌も、歯も、フィーリオの持つそれとは違って小さい。ラナの口内を楽しむように舌であちこち探りを入れる。

　にちゅ、と粘性の水音が何度も部屋に溶けては消えた。逃げるラナの舌を追い掛けては自らの舌に絡め優しく扱いてやると、小動物のように身体を震わせている。獣のように貪りたい気持ちを抑え、ゆっくり、ゆっくりと舌を吸い上げるとラナの目尻に涙の粒が浮かんだ。

　一瞬焦ったものの、それが決して嫌悪から来る涙でないと分かったのは唇を解放したあとのラナの表情を見たからだ。

「ん……なんだろうね、ちょっと気分が良くなったみたい」

　顔を真っ赤にして溶けた表情のラナにゾクリと情欲が湧く。それは初めての経験で、堪らず腰に回した腕に力を入れて、さらに体を密着させた。

「な、な、な」

「な？」

　肩と口をわなわなと震わせて言葉に詰まっているラナが異様に可愛らしく見えて心臓がきゅうと絞られるように痛い。

　震える唇にまた触れたくて、でも怖がらせないように一呼吸置こうとラナの観察を続けた。フィーリオの鼓動が脈打つよりも少しだけ速くラナの鼓動も脈打っていた。

















23　少なくともレモンではない












「なんでこんなことするんですか！」






「……なんで……って言われても……僕もちょっと分からない」

　目尻も、耳も、林檎のように赤く染まった愛らしい顔で睨まれても、怖さなんて欠片も感じない。それどころかもっと見たいと嗜虐心が込み上げる始末で自分に呆れてしまう。

　ぴとりと重なった体からラナの火照る体温が伝わって、フィーリオの体温も平素より高いものになった。それが心地良くて、壁際に追いやったラナに緩やかに体重を乗せた。

「ねぇ、敬語取ってみてよ」

「……敬語を？　そんなこと……、急に言われましても……」

　先程の男に対する気安い態度を思い出して、試しに同じ条件を求めてみた。

　しかし、ラナはしどろもどろな口調で視線を揺らすばかり、望んだ返答は得られず、そのことが再び苛立ちを呼び起こした。

「無理なの？」

「無理、です」

「じゃあ僕から逃げないで」

「ええっ、それも無理……です」

　再度否定された事でフィーリオの苛立ちは加速度的に増した。

　この忌々しさや焦燥がどこから来るものなのか分からず、口端を片方釣り上げてふむ、と考え込んだ。

「気に入らないなぁ」

「そん、……んんっ！」

　気に入らない。だから、そんなことを言う口ならば塞いでしまえ、と安易にもう一度口を重ねた。なにか言おうとしていたようだが、どうせラナはフィーリオをもやもやとさせる返答しか寄越さないのだ。聞きたくないのだから塞げばいい。

「……は、……ぁ」

「んむ、ぅ……っ」

　今度は遠慮なく最初から舌を口腔に差し込む。二度目になっても少しも慣れず、余裕なくラナの唇を貪った。

　首を傾けて角度を変えより深く舌を挿入すると、ラナが息苦しそうにする声がフィーリオの耳朶を打つ。舌先から駆け巡る痺れを伴う快感が脳を犯していくようでゾクゾクと背筋が粟立った。

　重ねた唇から負の感情が抜け、嫌な気持ちが消えていった。

「うん、落ち着いた。なんだろう、君にキスすると落ち着く」

「はっ……、ぁ……。口付けは安定剤じゃありません！　し、わたしは落ち着きません!!」

「そうなんだ」

　ついに声を荒げて文句を言い始めたラナの表情がどこか陰りのあるものに変わって、フィーリオは抱き締めていた腕の力を緩めた。

　二人の間に小さな空間が出来て、今までフィーリオの胸板と手で上向きに固定されていた顔を俯かせ、睫毛を小さく震わせながら、ラナがポツリと呟いた。

「は、……初めて……のキス、だったのに……！」

「えっ……初めて？」

　その言葉はフィーリオの予想していなかったもので、その場にしゃがみ込んで俯くラナの顔を覗き込んだ。しかし、表情を見られるのが嫌なのか、ふいと横を向いてもう一度顔を逸らされてしまう。

「そうですよ！　別にロマンチストではないので海辺で、とか高級なレストランの帰りに、とは言いませんが、もう少しくらい……」

「初めてなの？」

「だからそう言ってるじゃないですか！」

　フィーリオは確信を持ちたくて、もう一度問い掛けた。

　初めて。なのだとしたら、先程の男とは口付けを交わしていない。

　別に今までラナが誰と口付けを交わしていようと構わないが、さっきの光景が口付けでなかったのだとすれば。恋人は居らず、男性と気軽に口付けをするような子でもない。それはフィーリオの今までの雑念を丸ごと払拭するものだ。

「さっきの男とキスしてなかった？」

「さっきの……あっ！　違う、違います！　角度的にそう見えたかもしれませんが、さっきのは薬を塗っていただけで！」

　少し逡巡したあとに思い至ったのか、ラナは言い訳のように言葉を並べ立てている。逸らされていた視線も今はしっかりと合っていて、その瞳に嘘はなかった。

「へぇ……、そっか。じゃあキスしてたわけじゃないんだ。そっか」

　不快が疑念に変わり、そしてそれが安堵へと形を変えていく。荒れた海のような心は穏やかな波で上書きされ、それと同時に温かいもので満たされた。

「だからなんなんですか急に！」

「いや……、そうか、初めて……」

　思わずニヤけそうな顔を引き締めもせずそのまま表に出すと、ラナは拗ねた口調でムッとして、フィーリオの肩をぎゅうと押し返してきた。

　流石にしゃがんだまま肩を押されるとよろけそうで、肩に触れたラナの手を優しく捕えた。

「……どうせ初めてでしたよ、フィーみたいに慣れてません」

「慣れて……？　僕も初めてだよ」

　むくれたままのラナの手を引くとあっさりとフィーリオと同じ様にしゃがんだ。再び近くなった距離感は漸近するものの重なることは無く、だがその近さにラナが再び頬を染めた。

「えぇ……？　なら余計になんで……。もう貴方がなにを考えているのかわかりません」

「そう？　僕は僕がなにを思ってるのか、今はっきりわかったけどね」

　そう、フィーリオは今はっきりと自覚した。

　ラナが他の男と親しそうにしている事に腹が立っていた理由も。ラナの初めての口付けの相手が自分なのが嬉しい理由も。

　フィーリオはラナに恋をしているからだと。

















24　切実に叶ってほしい、何が何でも！












　ラナの頭はパンク寸前であった。脳内を占めるのはフィーリオのことで、もちろん議題は唐突な口付けについてだ。

　会話の流れから、ラナとマシューが口付けを交わしたのだと誤解していたのは理解した。しかしそれがなぜ、フィーリオとラナの口付けに繋がるのかが理解出来ない。

　否、理解出来ないのではない、おおよそだが見当が付いている。

　ただその内容が自分に都合の良過ぎる妄想に思えて、そうだと確信出来るまでは信じたくない。それでもこの思考は際限なく溢れ出し、ラナの中を侵食し埋め尽くして消えてくれない。

　もしかして、フィーリオはヤキモチを焼いていたのだろうか。

　年頃のほとんどをこの小屋で過ごして来たラナは俗世との関わりを持つ機会なく生きてきた。特定の人物から好意を向けられた経験もなければ、当然ながら交際経験もないため、フィーリオの行動の意味を頭では理解していても心が受け付けない。

　いくら経験がないとはいえ、鈍くはない。もしフィーリオがラナに好意を抱いているならば気付くはずだ。

　しかし昨日までのフィーリオにラナへの恋愛感情は感じられなかった。

　好かれてはいただろうが、それはどちらかと言えば肉親に向ける愛情のような、そう、例えるならば妹へ向けての愛情が近いだろうか。揶揄ってみたり、ある程度のスキンシップを図ってみたりと、明らかに恋愛から来る類のものではなかったのに。

　フィーリオには想い人が居るのではなかったか。そうでないなら、フィーリオの首から垂れ下がる涙はなんなのか。

「ねぇ、ところで……」

「はい？」

　唐突に声を掛けられて、ラナは自分がカップを握ったまま飲みもせず考えに耽っていたことに気がついた。

　いくら考えても、本人に聞くまではラナがフィーリオの気持ちを理解することなどできない。ぐるぐるとショート寸前まで考え込んでいた脳を休ませるため、思考を放棄して、いつになく上機嫌なフィーリオを見遣った。

「さっきの男の人って、お客さん？」

「マシューのことですね。客……と言えば客ですが、幼馴染ですよ」

「へぇ、幼馴染ね。彼、奥さんはいるの？」

　フィーリオがマシューを気にする理由を考えると、やはりラナの仮説が正しいのではと確信に拍車をかける。特に隠すような間柄でもないので素直に口にすると、その度にフィーリオの表情が落ち着いたものへと変わった。

　すっかりとぬるくなったカップをテーブルに置いて、立ちっぱなしの足を休めるために作業台によじ登り腰掛けた。

「いえ、居ないです。あっ、でも、ええと……確か牛乳屋の……いや、違うな。パン屋の娘さんに片思いをしているのだと言っていた気が……」

　暫く前にマシューが溢した内容を思い起こしながら口にしたが、あれから進展があったのかどうかは聞いていない。いまだにその女性に片思いをしたままなのか。それとももう別の人に懸想しているのか知らないが、頭皮に対する往生際がやたらと悪いのはもしかするとそれが要因かもしれないと思い至った。

　変な方向にプライドの高いマシューだから、髪がない状況ではアプローチできないのかもしれない。

「そうなんだ。実るといいね、心の底から」

　フィーリオの含蓄がんちくした言い方に引っ掛かりを覚えながらも、ラナはその言葉に素直に頷いた。

「そうですね。彼が私に呪いを解呪する秘薬の製作を依頼してきたんです」

「へぇ、因みにどんな呪いなの？」

「それは……マシューの威厳及び尊厳、そして体面とプライドのために伏せておきます」

　最終的に解呪してやるつもりなのだから、別に話しても構わないのではないかと頭を過ぎる。しかし万一解呪が出来なかった場合、そして解呪出来たとしても拗ねる可能性を加味して熟考した結果、内容は伏せておく事にした。

　マシューは拗ねると面倒臭い。それはもう、果てしなく面倒臭いのだ。

「そんなに？」

「本人は気にしているので、秘密です」

「そう言われると余計気になるんだけど……。そう言えば昨日、僕を泣かせるための秘策があるって言ってたけど」

「あっ、そうでした！」

　気になる、と言いつつも深くは追及せず上手く話題を変えてしまう辺り、フィーリオの気遣いが見えて、素直にその気遣いに甘えて乗っかることにした。

「今日のは多分、流石のフィーも泣きます。これで人魚の涙、ゲットです」

「へぇ、随分と自信有りげだね？」

「ちょっと待ってくださいね、準備しますから」

　フィーリオがなにをされるのかと興味津々にラナを見る。上品に紅茶を啜っていられるのも今のうちだと意気込みながら、ひょいと作業台から降りてローブの袖を捲り始めた。

　右手も、左手も三回ずつ折り込んだ袖は、短くなってラナの白い腕を晒す。一、二度わきわきと手の指を曲げ伸ばしして調子を確かめると、椅子に座ったままのフィーリオに一歩近付く。

　なにが始まるのかと、ラナのカップの傍にフィーリオのカップを並べるように置いて、ラナの怪しく動く手を楽しそうに見遣るフィーリオにもう一歩近付いた。

　そして、普段より一段低い声のトーンで話し掛ける。

「さぁ、覚悟はいいですか？」

















25　形勢逆転、頼むから許して












「失礼しますね」

「え？　うん……」

　ラナがじりじりと近寄る様子を見て、フィーリオは些いささか不安げな表情でぴしりと背筋を伸ばした。戸惑いを含んだ様子で、それでも抵抗はせず大人しく椅子に座っている。

　ラナは最大限に距離を詰めて、そっと手をフィーリオの腹部へと持っていった。そして、ぴとりと服越しに触れると、その手を……否、指を動かし始めた。

「っわ、……！　ラ、ナ……！」

　ひっくり返った甲高い声がフィーリオから出て、途端焦ったように仰け反りラナを切なく呼んでいる。しかしそれを意に介さず、ラナはゆるゆると優しく指で脇腹を擽った。

「どうですか？　くすぐったいでしょう？」

「くすぐ……ふ、ぅあ……、ちょ、待っ！」

　フィーリオの整った顔が笑いに歪んで、指から逃れようと椅子の上で暴れ始めた。

　しかし、いくら仰け反っても、背もたれのせいでそれ以上後退できずにガツガツと何度も背中をぶつけている。ラナはもっと追い詰めようと指を動かす速度を速めた。

「抵抗しないでくださいね」

「ふはっ、く……ふふ、……っ駄目！」

「そのまま笑い泣きしちゃってください」

　行為を中断させようとフィーリオがラナの肩に手を伸ばすが、遮るように固い声を出すと伸ばしかけていた手がピタリと止まる。笑いに合わせてフィーリオの長い髪がサラサラと揺れて、こんな時でもとても美しく見えた。

　背後に逃げ場がないと理解したフィーリオが、今度は身を守るようにして背を曲げた。前屈みの体勢で、脇腹に手を差し込めないよう両脇を締めているが、あまり締め過ぎるとラナの手を痛めてしまうと考えているようで、強くは抵抗出来ずゆるゆるである。

「ちょっ、ラナ！　っはは、……く！」

　興が乗って来たラナはにまにまと笑って、追撃しようと脇腹から徐々に上へと手を滑らせる。服越しにフィーリオの筋肉の硬さが伝わって、その贅肉の無さに感嘆と羨望の眼差しを向けた。ほんの少し、恨みを乗せるようにしてわきわきと指を動かすと、明らかにフィーリオの反応が変わる。

「待って、駄目っ！　くく……っ、ふ、だ、め……！　駄目だってば！」

「ひゃっ!?」

　気を良くしたラナがもっともっとと調子に乗り始めた辺りで遂にフィーリオの限界が訪れたようで、ラナは視界がぐるりと前後反転した。

　気付いたら、ラナはフィーリオの膝に乗せられていて、後ろからぎゅうと羽交い締めにされている。状況を理解するとサッと顔に赤みが差して、急いでそこから退こうと暴れ始めた。

「ラナ、駄目。ストップ」

「で、でも……」

　先程口付けされた時はこれ以上に近かったのに、それよりも激しく心が暴れ出した。

　ただただ翻弄されていた口付けは、ラナのキャパシティーをオーバーしてしまい、深く考えずに胸中に封印できた。

　しかし後ろから抱き締められるだけとなると、下手に情報処理をしてしまえる分、ダイレクトにラナの心を揺さぶった。

　頭の上からフィーリオの優しい声が降ってきて、その距離の近さにドギマギとしてしまう。

「駄目。これは駄目。僕こんなこと初めてされたよ」

「もう少しで泣くかも……しれなかったのに」

　膝の上でカチンと固まりながら、恐る恐る首だけで後ろを振り返ると、その美貌が近過ぎて慌てて前に向き直した。この作戦の有用性を見出したところだったのに、強制的に終了させられて肩を落としてしまう。

　今まで碌な反応を示さなかったフィーリオが、初めてここまで激しく反応したのだ。もう少しで、という悔しさが拭えない。

　と。肩を落とすラナの背後からフィーリオの左手が伸びて、ラナの左腕に触れた。それはどこか艶めかしい動きで腕を伝い、手首へと到達する。

　左手首を握ったフィーリオはそのまま右手首も同じ手で握り込んだ。

「そうだね、でも駄目。……仕返しね」

「えっ!?　ちょ、待って、あっ、……っひゃ、わ、はは！」

　一際近い、耳のほぼすぐ真横でそう囁かれ、拘束された腕を上に持ち上げられる。フィーリオの右手がラナの胴にぐるりと回って、両手が上がりガラ空きの脇をこちょこちょと擽り始めた。

「どう？　される側になるのは」

「やっ、やです！　ははははっ！　ゃ、くるしっ……ふ、あははは！」

　ラナは苦しげに表情を歪め、それでも笑っているような苦悩の表情で身を捩った。フィーリオは擽られている間、歪む表情すら上品であったのに今のラナはみっともない姿である。

　じわりと生理的な涙が浮かび始めて、うるうると目尻を濡らしながら首を振って抵抗する。

「だよね、僕も苦しかった」

「ごめっ……んははっ、ごめんなさいっ！　もうしない、しないから！」

　背を丸めたり、仰け反らせたり、左右に曲げてみてもフィーリオの拘束は緩まない。ラナは全力でフィーリオから逃れようと暴れているのに、左手一つで全て封じてしまうその腕力に驚いた。マシューのようなゴリラからそのような力が出るなら理解出来るが、フィーリオはそう筋骨隆々なタイプではないのに。

　堪らず降参の意を伝えながら再び振り返ると、フィーリオは真剣な表情で手を動かしているようだ。いつものようにもっと揶揄うような顔付きかと思っていたので面食らう。

「んー……………………。楽しいからもう少しだけ」

「そんなっ……！　うひゃ、ぶは！　ふ、ははははっ！」

　フィーリオの観察するようなじっとりとした目線はラナの潤んだ目や赤らんだ頬を捉えていて、暫く思い悩む様子で唸ってから地獄のような言葉を吐き出した。ラナが解放してもらえたのは、それから半刻も経ってからだった。

















26　こういうのは大抵露呈するからダメ












　満身創痍なラナはフィーリオに椅子を譲ってもらい、上半身を捻って背もたれに両腕を引っ掛けてぐったりとしていた。笑い過ぎて乱れた呼吸を整えるために何度も深呼吸を繰り返した。

「反省した？」

「っはい、はぁ……っ、した、しました」

　片手を上げて降参を示しながら、酸欠の体をくたりと椅子に沈ませた。

「なら良し」

「……もう少しだったのに」

「なにか言った？」

　ラナがぶすくれて呟いた言葉はしっかりとフィーリオの耳に届いていたようで、慌てて背もたれから腕を外して背筋を正した。拗ねていた表情を戻し、ピシッと綺麗な姿勢で椅子に座り直してぶんぶんと左右に首を振った。

「い、いえ……！　すみませんでした！」

「うん、擽るのは禁止ね」

「はひ……」

　フィーリオの声が普段よりも迫真味を帯びているのを感じ、今後轍てつは踏まないと心に決めた。フィーリオに返り討ちにされるのがオチだろう。今日は身を以て力でも言葉でも敵わないと知らしめられた。

「さて、明日なんだけれどね」

「はひ？」

「ちょっとお出かけに付き合ってもらいたいんだ」

　唐突に持ち掛けられた誘いはラナを困惑させた。あまり外出しないため不安感が込み上げたが、フィーリオのわくわくとした楽しそうな表情を見ると思わず了承してしまった。

「お出かけ？　構いませんが……ええと……」

「うん、じゃあ決まり！　大体いつもと同じ時間にここへ来るから一緒に出かけよう」

「えっ、あ、はい。どこへ行くんですか？」

　サクサクと決まっていく予定に頷きながら、行き先を問うた。アクティブでないラナにとって、外出は神経を使う。予めある程度情報があれば心構えや準備が出来ると思っての質問だった。

　しかし、フィーリオはその問いに答えず、唇に人差し指を当てて〝しーーー〟といたずらっぽく笑う。

「それは明日のお楽しみだよ」

「そう、ですか……なんか怖い」

「ふふ、楽しみだなあ」

　複雑そうなラナとは裏腹に、フィーリオは楽しそうに目を細めて笑った。

　フィーリオが帰ったのを見送ってすぐ、ラナはずるずるとその場に座り込んで、今日あった堪らなく奇怪な出来事を思い出していた。

「なん、だったのあれ……」

　あんな情熱的な口付けが初めての経験になるとは思っておらず、時間差で衝撃が身を焦がす。ぐつぐつと脳が煮える感覚は心地のいいものではなく、その理由を考えるのに必死になった。

　人魚の気まぐれであんなことをしたのか、それとも嫉妬してくれたのか。残念ながら、いくら考えても答えを導き出せない。日が暮れるまで工房の真ん中に座り呆然としていたが、疲れた脳はやがて思考を放棄した。






「それでも陽はまた昇る……」

　ラナが呟いた言葉は静寂に呑み込まれ、誰にも返事をもらえずに消えた。

「うーん、どこに出かけるんだろう……」

　落ち着きなく部屋の中を右往左往し、約束しているお出かけに思いを馳せた。街に下りるなら新しいローブを出そうか、森の中の散歩なら歩きやすいブーツがいいだろうかと頭を悩ませる。

「いつもの服でいいのかな……」

　ウロウロとしていた足を小さなクローゼットの前で止めて、オーク材の扉を左右に開いて中に視線を漂わせた。

　服なんてほとんど持っておらず、上段はローブ、下段は地味で実用性の高いジャケットやボトムスばかりが並んでいた。クローゼットの底面にいくつかの寝間着が畳んでおいてある程度で、可愛らしい服など持ち合わせていない。クローゼット自体小さめなのに、それでもスカスカである。

　ふと、一番端に掛けられた、明るい色のワンピースが目について、無意識のうちに手が伸びた。以前、フィーリオと街に出かけた際にプレゼントしてもらった真っ白なロングワンピースだ。

「こんなの、着てみたり……しちゃって」

　手で持つと滑らかな触り心地で、繊細なレースがあしらわれた可愛らしいデザイン。

　あの店の中でも高級な部類だったのだろうと窺えるソレを何度か指先で撫で付け、それからローブと下の服をバサリと脱ぎ捨てて雑多に散らかる床に投げ捨てた。

　そしてゆっくりと、ワンピースに袖を通していく。フィーリオに手渡されるまま試着せずに買ったそれは、驚きの正確さでラナの体にピタリとフィットして、フィーリオの目測に感心すると共に少量の恐れが湧き上がった。

　左に三歩、カニ歩きで移動してスカートの裾を持ってひらりと広げてみる。

　クローゼットの横に置いてある姿見に全身を映してくるりと一回転すると、スカートがふわふわと揺れて靡いた。美しいシルエットに見惚れそうになるが、はっと我に返り慌てて床に脱ぎ捨てた服を拾い集めた。

「んんっ、なにやってんだろ、恥ずかしい。やめよ！　いつもの服で、」

「ラナ、ノックしても返事がなかったから」

「ひゃい!?」

　唐突に工房側から声を掛けられ、ラナは驚いて手に拾い集めた服をバサバサと床に取り落とす。

　振り向くと、仕切りになっている壁から顔を覗かせるフィーリオが居て、バクンバクンと心臓が脈打ち始めた。フィーリオがラナを凝視しながらゆっくりと近付いてくるのを見て、しゃがんだままローブを掴んで体を隠すように抱き締めた。

















27　逆に出来ない事あります？












「わぁ。それ、凄く……」

「す、すみません！　すぐ着替えますから！」

　フィーリオはラナに近寄ると、その場に立ち尽くしてしまった。込み上げる羞恥に体を小さくして、上からローブでも羽織ろうと広げていると、フィーリオが慌てた様子でその手を捕えた。

「いや、待って待って、駄目だよ。着替えないで。僕のプレゼントした服、着てくれたんだね」

「で、でも……」

　しゃがんだままのラナを立ち上がるように促して、手の中のローブを奪い取られた。体を隠すものがなくなったラナは、おろおろとしながら腹の前で腕を組んだ。

「物凄く……、良く似合ってる。正直可愛い……」

「っ……」

　フィーリオの口が紡いだ褒め言葉に反論しようと顔を上げるが、その表情を見てなにも言えなくなってしまう。

　大きな手で口元を覆い隠し、目はラナから逸らして床を見詰め、白い頬が薄っすらと赤みを帯びていた。見るからに照れていると分かるフィーリオの顔で、その言葉が心から言っているものだと理解し、口を引き結んで黙った。

「その服で出かけよう。おいで。髪を結ってあげる。僕得意なんだ」

「……はい」

　エスコートをするようにラナの腕を取ったフィーリオに導かれるまま、工房の椅子に腰掛けた。背後に回ったフィーリオが髪に触れて、熱なんて感じないはずの髪の毛が、火傷をしそうな錯覚を覚えた。






「ほら、出来たよ。んー、我ながら中々」

「わっ……！　なにこれ凄い！」

　ラナは、完成した髪型を手鏡の角度を何度も変えながら覗き込んだ。わずかな時間しかかからなかったのに、美しい仕上がりで思わず声のボリュームが大きくなってしまう。

　左右の耳の上から後ろまで編み込み、すべての髪を纏めて三つ編みで括った可愛らしいフェミニンなローポニーテール。

　低い位置で柔らかく纏められているため、清楚で大人っぽく、ロングワンピースにもよく似合っていた。

「ふふ、母の髪をよく結ってあげてたから……けど、母の髪は癖っ毛でね。ラナの髪は細いけど纏めやすくて楽しかったよ」

「そう、ですか。あの……ありがとうございます」

　自分の指で何度か後側を触って確認してみると、編み込みのもこもことした感触が伝わった。フィーリオのどこか得意気な表情が、親に特技を自慢した子供のようで、思わず笑顔が溢れた。

「うん、いいんだ。さて、じゃあ可愛いお姫様。僕と一緒に出かけてくれる？」

「……」

　手に持っていた手鏡を置きながら頷き、そっと椅子から立ち上がった。いつもなら反論するであろうお姫様のワードにも、今日は一々引っ掛かることなく、素直に頷いておく。

　工房の入り口に掛けてある鞄を手に取ると、肩から斜め掛けにして、二人で並んで小屋を出た。

「よし、それじゃあ行こう！」

「あの……どこへ？」

　行こう、という言葉とは裏腹に、フィーリオは家からすぐの湖で足を止めた。

　森の中へ行くのかと思っていたが、こんな変哲もない湖で立ち止まっていてもどこへも行けない。キョロキョロと辺りを見回すラナの手を、フィーリオが優しく取った。

「ふふ、おいで」

　湖の縁ギリギリの足場に立って、フィーリオに引き寄せられた。そして向き合う形でぴたりと引っ付くと、離れないようにラナの背中に両腕を回される。

　湖の清涼感のある水っぽい空気が肺に入り込むと、体温を奪われる心地がした。

「じゃあ、準備はいい？」

「えっ、なんの準備、」

「良さそうだね！」

　唐突な密着にラナが目を白黒とさせている間に、勝手にどんどん話が進んでいく。フィーリオのブーツが砂利を踏んでジリリと音を立て、距離感に照れる間もなく言葉を畳み掛けられた。

「話を聞い、……っきゃあああ!?!?」

　次の瞬間。ラナの視界がゴロリと反転し、驚きに悲鳴を上げた時には、視界に映る景色が全て濁った水色に染まった。

　フィーリオがラナを抱きしめたまま湖に倒れ込むようにして入水したのだと分かったのはその一瞬あとだった。

　状況も呑み込めないうちに、今度は藍色の光が二人を包む。転移の魔法だと察知したが、その眩しさに目を開けていられず、瞼を下ろしてぎゅっと強くフィーリオの服を掴んだ。

「んんんん!!」

「ラナ、ラナ？　大丈夫？」

　水を吸い込まないように呼吸を止めたラナに、フィーリオから優しい声が降ってきた。しかしそれどころではないラナは体を強張らせたまま肩を窄すぼめて小さくなってしまう。

「っ……!!」

「ラナ、僕を見て。呼吸できるよ」

「んんっ……!!　んん……？」

　ラナが恐る恐る目を開くと、目の前いっぱいにフィーリオの顔が広がっている。

「ぷはっ、ほんとだ。どうして……」

　言うとおり息を吐き出し、吸い込んでみても問題なく呼吸が出来て、何度か深呼吸して呼吸を整えた。

　抱き締める腕を緩めてもらえて、辺りが観察できるようになり、ラナはなにが起こっているのかをパニック状態の頭で把握しようと首を必死に動かした。

　二人を取り囲むようにして楕円形のドームが形成されていた。まるでシャボン玉の中に居るようなそんな不思議な空間で、ラナはそっと膜に手を伸ばした。

　ツン、と触ると膜が水面のゆらぎのようにふわふわと波紋を作り、幾度か波打つと溶けて消えてしまう。それが楽しくて、ラナは何度もツンツンと触って反応を確かめた。

















28　嘘は案外下手っぴ












　髪も、体も、服も、まったく濡れてはおらず、同じくフィーリオも特に濡れた様子はない。

　二人の距離はほぼゼロで、フィーリオはガッチリとラナの手を掴んでいた。

「これは僕の魔法だよ。だって人間って水中じゃ呼吸出来ないんでしょう？　水深の深い部分は圧力だって凄いし。この中に居れば安全」

「そうです、か……。これ、凄い。転移の魔法で海へ……」

　二人分の小さなドームの中で、ラナは目をキラキラとさせて興味深そうに辺りを見回した。中型の魚がドームの傍を勢い良く通り過ぎていくのが見えて、その尾ひれを目で追いながら感嘆の声を上げた。

「……あっ、僕の傍から離れたら魔法が解けちゃうから、引っ付いてないといけないんだ。だから手を握ってるよ」

「……本当ですか？　今『あっ』って思い付いた感じに聞こえましたが」

「…………本当！　だから僕と手を繋いでいて」

「……わかりました」

　繋いだ手をきゅっと強めに握られて、離さないと意思表示された。明らかに後付けしたような台詞に聞こえたが、ここで無理に手を振り払って窒息でもしようものなら洒落にならないので大人しく手を繋いでおくことにする。

　今のラナは周囲への好奇心が強く、緊張や照れも気にならなかった。

「今日はね、一緒に海の中を散歩しようと思って連れてきたんだ」

「えっ!?　……素敵、です。それに綺麗……」

　視界一面に広がる水中の光景は澄んでいて、濁りのない水のお陰で遠くまで見渡せた。

　足元を見ても海底は見えないが、上下前後左右全てを水で覆われたドームの中は、ひんやりと湿っていて気持ちがいい。漂う潮の香りも不快ではなく、むしろラナの心を弾ませるスパイスになっていた。

「ふふ、じゃあラナが楽しめるように案内するよ。行こうか」

「はいっ！」

「じゃあ、まずは海底かな」

　そう言いながら、フィーリオはラナの手をぐっと下方向へと引いた。

　ドーム自体がふわふわと降下するが、フィーリオの言うとおり圧力は感じられず快適だ。

　こぽぽ、と時々泡が音を立てて上へと登っていく。途中途中ですれ違うのは中型の魚ばかりで、銀色の鱗が煌めいていた。

「わー！　凄い、こんなに珊瑚が沢山！　海藻の色も綺麗……！」

　水色一色だった道中とは違い、海底は色で溢れていた。

　辺りがしっかりと視認できる明るさなので、そう水深も深いわけではないのだろう。しかし、上を見ても水面は見えなかった。

　海底のゴロタ石を踏みしめると、その丸みを帯びた感触がブーツから伝わって何度もその場で足踏みをして楽しんだ。

　上下に動くたびに白いスカートのプリーツが揺れて、なんだか幸せな気持ちになる。

「ふふ、楽しそうでなにより。少しこの辺りを歩こうか」

　フィーリオに手を引かれるまま、海底散歩を始めたラナは、その物珍しさに絶えず首を動かし続けた。

　群生する薄桃と薄紫色の珊瑚、その周りに咲き乱れるイソギンチャク。軟質の珊瑚は波に合わせて左右に揺れて踊り、中には発光しているものまであった。小さな階段のように隆起した岩は、長い年月を掛けてこの形になったのだろう。

　岩の間からは一定の間隔を空けて見た事もない海藻が生えており、つい薬の素材になるかを考えてしまったのは錬金術師の職業病だろうか。

　岩の影に潜る小魚、ゴロタ石の隙間を埋める白い砂、どこを見ても飽きなんてこない美しさに目を奪われてぼうっとなる。

　ラナが気になったポイントで一々足を止めても、フィーリオは不機嫌にもならずニコニコと嬉しそうに付き合ってくれて、それが堪らなく擽ったく感じた。

「これ、触れますか？」

　ラナの目に映ったのはくるくると不思議な動きをするヒトデのような生き物で、その場でしゃがんで観察するとより一層その動きを激しくなった。

「ドームから手を出せば触れるよ。濡れちゃうけど……って、あー。ラナはそんなこと気にしないか」

　フィーリオが言うのが早いか、既にラナは繋いでいないほうの手をドームに差し込んでいた。優しく、つんと指先でヒトデモドキに触れるとくるくると回る動きを止める。

「わー！　ぬるぬるする！」

「これはね、体を回転させて砂に穴を掘って潜って隠れるんだ。触ったら動きが止まったのは、多分死んだフリしてる」

「へえぇ!!」

「美味しいよ」

「へえぇ……」

　残念ながら、奇抜なそのカラーリングも、フォルムも。決して食したくはない。

　ラナがドームの中に腕を戻して立ち上がると、フィーリオにぐっと手を引き寄せられた。

「気をつけて。この辺りにはそう強い魔物は居ないけれど、危害を加える種類もいるから」

「あっ……はい、わかりました」

　見えるのは海藻や魚ばかりで油断していたが、当然海の魔物も居るのだと思い出す。魔物が出るのは森の中でも同じだが、ここはホームコースではない。

　逃げ切れるかだって分からないのだから、注意を怠らず、目の前だけでなく辺りにも意識を向けた。

「もう少しこの辺りを楽しんだら、岩がアーチを作ってるところに連れて行ってあげる。僕がよくランチをとってる場所だよ」

「アーチ！　楽しみです！　あっ、あれも見たいです！」

　このあとに行く場所に思いを馳せながらも、声を上げる。

　ギョロンと目玉の大きな小魚を見付けて、近くで見たさにフィーリオの手を引いて小走りした。背後から『仕方ないなぁ』なんて甘ったるい声が聞こえたが、ラナは気にせずに小魚に詰め寄った。

















29　攻撃しないとは言ってない












　そこは正に海底の砂漠という名がぴったりな場所で、白い砂が波紋を作り一面に広がっていた。

　奥にアーチ状になった黒い岩が鎮座していて、その下は花にも見える薄紅色の海藻が風にそよぐように靡いていた。

「わぁ、凄い……ここ、綺麗ですね」

「そうでしょ？　僕のお気に入りの場所。おいで」

　促されるまま、ラナがその黒い岩のアーチに近付くと、岩に空いた隙間からキラキラと海面の光が漏れていた。

　フィーリオがその場に座り込んだので、引かれる手に抵抗せずラナもそこへ座った。濡れた砂の感触はするのに、触れても座っても、体や服は濡れないのが不思議だ。

「さて、昼過ぎのお茶の時間だよ」

「お茶……といっても、私なにも持って来てないんですが……」

　隣に座っているフィーリオが柔和な笑みを浮かべそう言うが、残念ながらラナはなにも持参していない。予め言っておいてくれれば、簡易なティーセットを準備して持って来たのに、と思いながら申し訳なさそうに告げた。

　フィーリオはそれを意にも介さず、ラナの手を離すと黒い岩の陰から古い木箱を取り出した。

　恭しく開いた箱の中身は、金縁の繊細な意匠を凝らしてあるティーセットで、見るからに高級と分かるそれにラナの呼吸が止まりそうになる。

「まぁ見てて」

　ティーセットを手際良く並べたフィーリオは、次に二人を取り囲むドームから手を出して手の平を広げた。

　触れなくとも、肌でピリピリと感じる魔力量が水中に散布されて、思わずゾワリと鳥肌を立てる。人魚の魔力量が多いのか、フィーリオ自身が異質なのか。はたまた、その両方かもしれないと思える量だ。

　なにをしているのかと不安げに見守っていたが、ほんの数瞬後、四方八方から、手の平サイズで金色の鱗を持つ魚が集まって来た。

「魚が……これ……」

　金色の魚はあっと言う間にドームを取り囲み、ふよふよと泳ぎながら、口に咥えていたものを次々と二人の前へと落とした。魚と似たような形の金色の丸い葉っぱと、真っ赤な小さい粒。

　ラナの両手いっぱいになるくらいの小さな山を作ると、魚は嬉しそうに一仕事終えたとふるふる体を震わせた。

「ありがとう。……この子達は魚より魔物寄りの生き物だから、意志の疎通がしやすくてね。攻撃性の低い子達だよ。さぁ、じゃあお茶を淹れるよ」

「……はい」

　フィーリオが金色の魚に礼を言うと、また四方八方へと散り散りになって消えてしまう。

　一瞬の出来事でなにがなにやら分からぬうちに終わってしまったが、フィーリオがお茶を淹れ始めたのでそちらに意識を向けた。

　金色の魚が持って来た葉っぱを取ると、ティーポットの網の中に入れて、ドームから海水を一掴みしている。

　水を掴むのはフィーリオの魔法なのか魔力操作なのかは知らないが、通常、人間にはできないことをやってのけるのが格好良くて、羨望の眼差しで手元を観察した。

　海水を掴んだまま動かなくなったフィーリオの手から視線を外して顔を見た瞬間に、ぼこぼこっと水音がして慌ててもう一度手元に目線を移した。どうやら水を沸かしていたようで、手から湯気が漏れ出ている。

　フィーリオがティーポットの上でレモンを絞るような仕草をすると、手の中からジャバジャバ音を立てて中に湯が注がれた。海水なんて塩辛いのに、お茶に使って大丈夫なのかとハラハラしてしまうが、口は挟まずに大人しく観察を続ける。

　そう時間を置かずに、ふわん、と香ばしい匂いが漂ってきて、思わず細い喉がコクンと音を立てた。フィーリオは蒸らしたお茶の香りで時間経過を読んでいるのか、黙り込んでいる。

　ラナがそう待ち時間を意識しなかったのはワクワクとしていたからだろうか。

　フィーリオがティーポットをおもむろに持ち上げて、並べて置いてあるカップに注ぎ始めた。カップの中で水流を作り水嵩を増やしていく液体は輝いていて、間違いなくラナが飲んだことのないお茶だろう。

　フィーリオに手渡されたカップを受け取ると、たぷんと黄金色のお茶が揺れた。茶葉も金色だったので予想はできるが、ラナの中で紅茶と言えば濃い赤褐色の液体だ。黄金の紅茶を興味深く、しげしげと眺める。

「さぁ、どうぞ」

「……ありがとう、ございます。……ん、美味しい！　なんだかホッとする味ですね」

　勧められるままに口に含むと、瞬間的に軽やかな香りと優しい渋みが口腔を蹂躙した。丸みのある穏やかな味わいで、体から力が抜けてホッとリラックスする。心配していた海水の味もまったくしなかった。

「そう、良かった。じゃあこれも」

　ラナの表情を見ていたフィーリオは、その言葉で随分と安堵したようで、魚が運んできた赤い粒を指先で摘んだ。親指の先ほどの粒をぐっとラナに近付けて、目前まで持ってくる。あまりの近さに焦点が合わずに寄り目になりながら、上半身を引いて確認した。

















30　秒殺ＫＯ出来る事は予め教えて欲しい












「これは？」

「海の中では貴重な甘味。海の中のものって基本的にしょっぱいからね、甘いものは少ないんだ。これは、海底に生える桜から採れたさくらんぼだよ」

　やっとしっかりと目視できた実は、パツンと皮の張ったみずみずしい果実で、しっかりと熟れているのがその色から伝わった。艶々と光る表面と、肉厚なコロンとしたフォルムが可愛らしくて、目が釘付けになった。

「そんなのがあるんですね、初めて聞きました」

「ほらほら、詳細はあとでいいから食べてみて」

「んむっ……！　あま、い！」

　受け取ろうと伸ばした手は虚しく空を切り、口にフィーリオの指ごとさくらんぼが押し込まれた。歯を少し掠めただけで実が弾け、果実の爽やかな甘さが広がった。

「どう？　気に入った？」

「んん、すごく！　もう一個いいですか？」

「もちろん」

「ありがとうございます、いただきますね」

　普段のラナは、家の裏手に生えている林檎かブドウしか口にしないので新鮮な気持ちでもぐもぐと口を動かす。それを見たフィーリオは嬉しそうに笑って紅茶を口に含んだ。

「ところで……」

「うん？」

「手を離してますけど、私別に溺れてませんね」

「あっ、ほら、ラナ、もっとさくらんぼ食べて！」






「じゃあラナ、そろそろ帰ろうか」

　まったりと二人で談笑して、気が付けば水面から差し込む光が薄暗くなっている。今日の楽しかった思い出を振り返ると、帰らなくてはならないことに煢然けいぜんとした心地を味わいつつ、ラナは素直にその言葉に頷いた。

「……そうですね」

「帰りも転移で湖まで、」

「あ、いえ！　海岸までで構いません」

　フィーリオが提案してくれた言葉を遮ってラナが口を挟んだ。体の前で手を左右に揺らし、首もふるふると振りながら否定を口にすると、フィーリオは緩徐に首を傾げてラナを見た。

「そうなの？　どうして？」

「砂浜の貝殻を素材として持って帰りたいんです」

　折角海まで来たのだから、素材に使える貝殻が欲しい。遊びに来ているのに仕事を思い出すのはどうかとも思ったが、それ以上に仕事への熱は大きかったようだ。

「そっか、分かったよ。じゃあここから岸まではかなり距離があるから……」

　納得して頷くフィーリオを見ていると、その広い肩越しになにかが霞んで見えた。二人を取り囲むドームがくらくらと小さく振動を起こす。

　ラナが目を凝らすと、視認出来るギリギリの距離、まだかなり遠いが、フィーリオの背後に向かって、ガッパリと口を開けたなにかが猛スピードで突っ込んできていた。

「ひっ！　ふ、フィー！　うしろ、うしろ！」

「僕の本来の姿に戻って……」

　ラナが必死な声色で背後を指差すが、フィーリオは聞いているのかいないのか、穏やかな表情のままで言葉を続けている。

　ドームの振動が徐々に大きくなって、それはフィーリオの背後に迫る魔物が、体をくねらせて泳いでくる衝撃だと分かった。とんでもないスピードで近付いてくるソレは、刃物のように尖とがった歯を四列も生やし、口内を見せ付けるように口を開いている。背ビレに相当するだろう場所には怪しげな触手が生えていて、びるびると動かしながらフィーリオに……否、フィーリオとラナに齧り付こうとさらに大きく口を開いた。

「ぅ……あっ……危ない！」

「泳いで送っていくねぇ」

「ぎゃあああ！　って、あれ？」

　フィーリオは落ち着いた態度のままだが、ラナはパニックと恐怖で固く瞼を閉じて叫び声を上げた。

　その可愛さの欠片もない悲鳴のあと、噛み付かれる衝撃に備えて身構えたが、想像する痛みはない。〝ズシイィィン！〟と響く音と振動が伝わってきて、恐る恐る目を開くと、フィーリオの背後の砂と岩の境目に横たわっていた。

　灰色の背を時折ピクンと痙攣させ、白い腹を晒して倒れている。そこでようやくフィーリオが背後を振り返って確認した。

「わー、鮫型の魔物だね。久しぶりに見たよ。父さんが好物だからあとで取りに来よう」

「フィー、い、今なにを……」

　気が付けば二人を食べようとしていた鮫型の魔物が息絶えかけている。魔物を見て嬉々としているフィーリオとは対照的に、ラナは恐怖で体が竦んでしまっていた。

　まさか突然死したわけでもあるまいし、フィーリオがなにかしたに違いないと確信を持って問う。

「ええと、水の魔法で。この魔物の口に上下から圧をかけたんだ」

「……それって、つまり……」

「そう、バチンて口閉じてダウン」

「なる、ほど。助けてくれてありがとうございます」

　あれだけ大きく開いていた口を急な圧で強制的に閉じさせられれば、それなりのダメージを食らうだろうと納得しつつも、それで死んだのか気絶しただけなのかは分からず、鮫型の魔物に目が釘付けになってしまう。急に動いたりしないか、不安で仕方がない。

　フィーリオの緩み切った態度から恐らく死んでいると当たりを付けて、無理矢理に視線を引き剥がした。

「いえいえ。僕と一緒に海の中に居て、危険な目になんて合わせないよ。それじゃあ帰ろうか」

　大きな手がラナに伸びて、背に纏めた髪を一束掬い取られる。流れるような動きで指が髪の隙間を梳いて行き、そして離れた。

















31　訂正、やっぱり嘘が上手い












「じゃあ後ろを向いてくれる？」

「……？　なんでですか？」

　意図が読めずキョトンとするラナにフィーリオの綻ぶような笑みが刺さった。その長身から見下ろされると威圧感があってもおかしくないが、フィーリオはいつも優しい雰囲気を崩さないため、一度も萎縮したことはない。

「人魚の姿に戻る為に服を脱ぐけれど、もし見たいなら遠慮な、」

「すぐ向きます、今すぐに」

　フィーリオの言葉が言い終わらないうちに、ラナは性急にその場で踵を軸にして反転した。早速背後からは布の擦れるシュルという音が聞こえ始め、ラナは見えてもいないのに瞼もぎゅっと閉じた。

「そう。見たいなら覗いてもいいからね」

「ケッコーデス」

　揶揄いを含んだ声が投げ掛けられ、動揺したラナの声がドームの中に響いた。

　どれくらいそうしていたのか、目を瞑り固まっていたラナの耳に、もう衣擦れの音は聞こえなくなった。そろそろ元の姿に戻っただろうかと目を開こうとしたタイミングで、急に背後から抱き締められる。

「さぁ、準備出来たよ」

「んぎゃあ!?」

　ひやりとした冷たい感触が首筋と腕に触れて、距離の近さとその冷たさに狼狽し声を上げる。ビクンと飛び跳ねると、ラナを拘束していたその腕は想像以上にあっさりと離れて、わたわたしながらくるんと振り返った。

「ぎゃあって、酷いな」

「きゅ、急に抱き着いてくるから！」

　頭をポリポリと掻いている姿も絵になるフィーリオが居て、その下半身は魚の姿に戻っていた。久しく目にしていなかった濃紺の鱗はやはり美しく、鱗なのに魚臭くないのが不思議だ。

　よく考えてみれば爬虫類の系統であるレプティリアン族や、素材であるドラゴンの鱗も臭くはないので、似たようなものかと自己解決した。

「ふふふ、じゃあ行こうか。そんなにスピードは出さないけど、しっかり掴まっておいてね」

　綺麗に畳んである洋服を片腕に抱えたまま、フィーリオがラナに距離を詰めると、反対の手でラナの腰を正面から抱く。裸の上半身にピタリと体が密着して、ラナが触れた締まった胸板はやはり冷たかった。

「わかり、まし……いぃいぃぃぃ!?」

　ドン、と音が聞こえた錯覚が起きるほどの速さで、水が動き始める。水が動いているのではなく、フィーリオが泳いでいるのだと理解したのは、大岩がとんでもないスピードで通り過ぎたからだ。

　振り落とされないようフィーリオの首に腕を回してしがみつくと、嬉しそうに笑われた。さらにスピードが上がった気がするのは気のせいか、よもや抱き着かれたくてわざとなのではないか。ちくしょう。

　けれど心とは裏腹に、体は自然と、フィーリオにもっともっと強く抱き着いてしまう。

「ん、やっぱりこの姿のほうがいいなぁ」

「スピード出さないって言ったのに、嘘つきいぃ!!」

　ゴウゴウと唸りを上げ通り過ぎる水の中で、ラナの叫びが木霊した。






　サク、と乾いた砂浜に足裏が着地する。

　沈んだ足を引き上げて別の所へ置いたが、やはり足は砂浜に沈んでしまうので、諦めてその場に留まった。

「はい、到着」

「なんか……凄く疲れました」

　水中散歩は楽しかったのに、帰りの猛スピードでゲッソリしてしまった。あれだけのスピードだったのに髪も服も乱れてはいないので、恐らくドームが守ってくれたのだろう。

　砂浜の端にある岩の上で、優雅に肘を突いて寝転がり、魚の尾を揺らすフィーリオは上機嫌だ。

「貝殻を集めるんだよね、手伝おうか」

「い、いえ……一人で大丈夫です」

「そう、じゃあもう今日はお別れだね」

　傾いて半分ほど海に沈んだ太陽。薄暗くなったその光景には物悲しい雰囲気が漂うが、フィーリオの尾ひれが岩を打つペチペチという音がそれにそぐわない。

　ラナが頷いて礼を言おうとした瞬間、背後から嗄れた男の声が響いて、ラナは反射的に振り返った。

「うおぉ!?　人魚か!?」

「あーまずい」

　男は初老の漁師のようで、両手で網を握ったまま呆然と砂浜で立ち尽くしていた。フィーリオはまずいと言う割には慌てた様子はなく、むしろラナのほうが慌ててしまう。以前、ラナに忘却の魔法を掛けたし、本人も掟だと言っていた。

　この漁師の男にも忘却の魔法を掛けるのだろう、と思っていたが、フィーリオが動く前にズリズリと後退り始めた。

　大丈夫なのかとフィーリオに視線を移した瞬間、ザッザッと音が響いて、そちらに目を戻すと男が全力疾走で逃げていく後ろ姿が見えた。

　ラナは、砂に足を絡めとられながらも初老とは思えない速度で逃げ去る背中に呆然としてしまう。

「あっ……逃げちゃいましたね」

「ううん……まぁ、大丈夫だと思うけど……。他の人魚には浜に近寄らないように言っておくよ」

「なら……いいんですが……。あっ、そうだ、あの……。今日はとっても楽しかった、です。ありがとうございました！」

「ああ、よかったよ。女の子って……。というかラナはなにをすれば、どこへ連れていけば喜ぶのか分からなかったから。とりあえず普段、僕の見ている風景を共有しようかなって。僕こそ付き合ってくれてありがとう」

　砂浜に残った男の足跡を見ながら歯切れ悪く言うフィーリオに向き直り、ラナが礼を言う。フィーリオは安堵と歓喜の綯ない交ぜになった表情で笑った。
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32　ついつい偏りがあるのは認める












　フィーリオと海中散歩をした翌日から、ラナはぼんやりすることが多くなった。いつまで経っても泣かせられない状況に焦りも感じている。

　フィーリオが訪ねて来ている間は思考が散るが、居なくなると途端余計な考えがラナを襲うのだ。

　その思考を振り払おうとして行き着く先が仕事なのだから、ラナは自分の根っからの仕事好きに呆れそうになる。お陰で、工房の一角が薬を詰めた箱で埋め尽くされる、大量の薬品が精製出来た。

　既に街に一度卸しに行く程度では到底減りようもない量で、スペース確保の面も考えると一度仕事をストップさせなければならない。

　とはいえ、仕事をしないとなるとやはりつい考えてしまうのはフィーリオのことで、それを振り払う為に別の仕事に手を付けた。それはマシューの解呪の秘薬。

「ほぼ出来てしまった……」

　マシューの持ってきた素材を下処理し、調合前からしっかりと魔力を込めた。念には念を、といった措置だが、想像よりかなりいい品質になったので有用だったのだろう。

　特別な呪まじないをかけた小瓶はそれだけでも価値のある高級なもので、その飾り蓋を摘んで中身を左右に揺する。

　揺れる度に淡く発光するこの液体は、この段階でも軽度な解呪の力を持っているが、マシューの呪いを解くには至らない。

　分厚いガラス瓶の中でチャポチャポと音を立てるコレの完成まであと一歩だ。

「ううん……あとはマシューの持ってくる千年生きた亀の苔と、人魚の涙……」

　残り二つの素材、それが手に入ればすぐにでも解呪の秘薬は完成する。

　様々な素材を使ったが、ラナが扱ったことのある素材の中でも取り扱いが一際難しい素材ばかりであった。上手くいって良かったと、作業台に肘をついて頬を支えながら安堵した。

「どうやったら手に入るかなぁ、人を泣かせる方法か……。期限はあと二週間だからなんとかしなくちゃ」

　三度目の満月まで、もう残り少ない。

　一月半も無駄にしてしまったが、そろそろ本気で対策を考えなくては、と項垂れた。もちろん、今までだってふざけていたわけではないのだが。

（二週間……）

　改めて、口には出さずに心の中で反芻してみる。どよりと重たい気持ちがラナにのしかかった。






　街は今日も賑わいを見せ、特にこの市場は一際激しい喧騒に包まれている。

　ラナは、慣れぬ人混みを掻き分けながら目当ての露店へと足を運び、背負っていた大きな鞄を店の前で下ろした。この辺りは特に生活雑貨全般を取り扱う露店ばかりで、食料品を売る市場とは離れているのに、どこからか腹を鳴らしそうな香草のいい香りが漂っている。

　重量感のあるズッシリとした鞄から解放されたラナが、片方の腕を軽く回してストレッチしていると、露店の店主が気付いて顔を上げた。

「おっ、お嬢ちゃん、久しぶりな気がするなぁ！」

「私、二月に一度しか街へは来ないので、常に久しぶりですよ」

「ハハッ、そうだったそうだった！　今日はなに卸してくれんだ？」

　興味深そうに鞄にチラチラと視線を向ける店主はやはり商売人だ。愛想良く人好きのする笑みを浮かべているが、意識はきっちりと商品に向いている。

　ラナはしゃがんで鞄の紐を解くと、中から商品を取り出した。

　きちんとした店舗を構える商人に販売したほうが高く買い取ってはくれるのだが、すべて祖父の時代からの付き合いのある人達が営む露店ばかりなので、ラナは決まってこの通りの露店に商品を卸していた。

　この店主も、隣の露店の店主も、向かいの露店の店主も、皆ラナのお得意様である。

「今日持ち合わせがあるのはいつも持ち歩いてる薬、それに加えて〝カビを死滅させるかもしれない薬〟と、それから〝髪が生えるかもしれない薬ＥＸ〟ですね」

　常に需要のある薬は普段から切らさないようにしてある。

　それとは別に、売り込みたい品を広げて布の上に置くと、店主はそれを覗き込んでまじまじと眺め、そしてニッと歯を見せて笑うと売上袋に手を掛けた。

「おー、じゃあ両方貰おうか。ところでＥＸってなんだ？」

「えＥらい凄いくすＸりの略でしょうか」

「なんだそりゃあ。アレはねぇの？〝肌が白くなるかもしれない薬〟、あれ若い子に人気なんだよなぁ」

「そうですか！　今回はないんですが、次回多めに作って持ってきます」

　店主がラナの提示した金額を財布から取り出す間に、ラナは必要個数を鞄からせっせと出して店先に積み上げる。

　基本的に新しい薬は効果を確認するまでは中々購入してもらえないものだが、付き合いの長いラナを信用してくれているらしい。こうやって、自分の製品が人気になっていると聞くのは嬉しいし、トレンド調査が出来るのは売上に繋がるのでありがたい。

「助かるよ、完成したら全部うちで買うからヨソに持ってかねぇでくれよなぁ」

「はい、わかりました」

「んじゃあこれ代金だ。……そういやぁ、お嬢ちゃん知ってるか、人魚が出たらしいぞ」

「うえっ!?」

　布で作られた小さな袋ごとジャランと投げて寄越されたお金を受け取りながら、世間話感覚で飛び出した話題に一気に肝を冷やす。お金を落とさなかったことにひとまず安堵し、そして恐る恐る店主の表情を覗き見た。

















33　冷えた肝を温めたい！












「たしか一週間くらい前かな。浜近くに住んでる男がさ、見掛けたらしいんだよ。かなり噂になっててなぁ」

「そ、そうなんですか……。一週間でそんなに広まるものなんですか」

　ラナは受け取った袋の中身を確認することなく鞄に仕舞い込む。今すぐにもこの場から逃げ出したい気持ちを味わうが、話の途中でそれも出来ずに気持ちだけが逸って鞄を背負った。

　心当たりが確信に変わったのは店主が一週間前と言ったこと。フィーリオとラナが浜辺で漁師の男に姿を見られたのもそのくらい前だ。間違いなく、その男が吹聴して回っているのはフィーリオのことだろう。

「そりゃ、この街はデケェ街じゃあねぇしなぁ。噂ごとは二、三日ありゃ広がるよ。まぁ吹聴してんのが飲んだくれのオヤジだから、信憑性はないって俺は思ってるけどな」

「へぇ……」

　店主の言葉を聞いてラナに少しばかり安堵が広がった。少なくとも店主は信じていないようだが、他の人間も同じように噂程度にしか聞いていないことを願った。

　所在なく指先を組んだり離したりとしていると、店主は大きな口を歪めて笑いラナに小声で話し掛ける。

「錬金術師なら夢だろう、素材として」

「まぁ……はい、そうですが……」

　だからこそラナはフィーリオの涙を懇願しているのだ。まぁ上手くはいっていないが。

「んま、根も葉もない噂だがな。次は頼んだ薬作って来てくれよ！」

　店主は潜めた声色を上機嫌なものに変え、再びボリュームを上げた。手を上げて軽く左右に振り挨拶をされて、ラナも同じように手を振って返した。

「は、はい。いつもありがとうございます」

　気が気でない、とは正にこのことだ。ラナは一刻も早くこの場を離れようと急ぎ足で立ち去った。

　事実、この噂はフィーリオを指したものであるのに、当人は他人事のように笑っていた。

　ラナが小屋に帰って幾ばくかもしないうちに、今日もフィーリオがやって来た。鞄から売れ残った薬を出す片手間に先程あった出来事を話すとこの反応である。

「ふふ、それで逃げるみたいに帰ってきたんだ？　余計怪しく映ると思うけどなぁ」

「だ、だって！　あんなに噂になってるなんて驚きましたし！　フィーは気にならないんですか？　見られたのはフィーなのに……」

　自分とは無縁なことのようにラナを揶揄っているが、この噂が広がって問題になるのはフィーリオを含めた人魚たちだ。その場にラナも居合わせたため、もしなにか被害が出ようものならば居た堪れないし、責任を感じてしまう。

　そんなラナの気持ちを知ってか知らずか、フィーリオは飄々とした態度を崩さず、テーブルに肩肘を付いて優雅に脚まで組んでいる。長い。

「まぁ……僕は自分の身は自分で守れるからね。心配なのは他の人魚たちだけれど、元々そんなに海から出てくることもなければ、陸には近付かないようにって警告も改めて広めておいたから。多分大丈夫だよ」

「ならいいんですが……」

　フィーリオから説明を受けても、ラナはいまいち納得のいかない表情で俯いた。

　すっかりとラナの定位置になった作業台に腰掛けると、入れ替わりになるようにフィーリオが立ち上がった。

「でも今回は失敗しちゃったなぁ、次からはもっと気を付ける」

「そうしましょう、私ももっと気をつけます。じゃないとかなり……心臓に悪いです」

　なにをするのかとフィーリオを観察していると、キッチンから透明なグラスを取り出して、中に水を注いでラナのもとに戻ってきた。午前中だけで街まで降りて戻ってきたラナへの労いだろうかとありがたくグラスを受け取った。

　真冬の湖に手を浸けたような、キンとした冷たさが指先に伝わる。グラスも水も異様に冷えていた。フィーリオが魔法を使って冷やしてくれたのだろう。

「ふふふ、ごめんね」

「ちゃんと悪びれてください」

　グラスに口を付けて中身を呷あおると心地良い冷涼感が喉を潤した。蟀谷がツキンと痛んだが不思議と不快感は無く、ゴクゴクと勢い良く飲み干した。空になったグラスをフィーリオが攫っていき、もう一杯要るかとジェスチャーで聞かれる。

　必要ないとラナもジェスチャーで返すと、そのまま流しへとグラスを持っていってくれた。

「ラナ、また海の中に遊びに行きたい？」

「あっ、行きたいです」

　ほぼ即答に近い形で食い気味に返答する。海中散歩は楽しかった。普通の人が経験したことのない、夢のような幻想的なあの体験を思い出すだけでわくわくと心が踊る。

「そう、なら今度は僕の巣に呼ぶよ」

　今度。その言葉に、込み上げていた期待感が急激に冷え込んで行くのを感じた。ラナとフィーリオの契約期間は残り二週間しかない。それが過ぎれば、二人には接点も、会う理由もなくなってしまう。

　フィーリオの家はどんなだろうかと想像するだけでも、胸が締め付けられた。恐らく期間内にもう一度海へ行くことは叶わないだろう。

　だが、一縷の望みを掛けて。そして僅かな希望を乗せて、ラナは笑顔で言い切った。

「ええ、是非。また今度、行きましょうね！」

















34　落武者に睨まれると怖い












　フィーリオとの契約期間を結ぶ際は、三回の満月なんて随分と先のことに感じていた。

　それだけ一緒に居られれば充分だとも、それだけ一緒に居られれば泣かせることが出来るとも思っていた。

　だが時間はあっという間に通り過ぎてしまい、期間は残り一週間。

　頭に水の膜が張ったようにぼんやりとしながら、ラナはほぼ唇を動かさずにもごもごと呟く。

「短いと思わない？」

「なんの話だ」

　明らかに聞こえにくい発声だったはずなのに、割と距離も空いているのに。マシューの耳にはしっかりとラナの独り言が聞こえていたようで、瞳だけで見上げながら問われた。

「ううん、いや。ごめん、こっちの話」

「最後の素材を持って来た」

　ラナがカップを渡し、代わりとばかりに差し出された大きな瓶を半ば抱えるようにして受け取った。大きな苔の塊が大量に入った瓶を見て、こんなに必要ないと思いつつも感嘆の感情が込み上げた。

「うわ、本当に全部揃えたんだね、凄い。執念も凄い」

「当たり前だ、持ってくると言っただろう」

　ラナは作業台に足を運び、背伸びをして抱えていた瓶をそっと置いた。重たげなゴトンという音が室内に響き、テーブルの上を滑らせるとズズと擦れる音も鳴った。

　マシューがそっと帽子を外すのを横目に見ていたが、どうやら前回訪ねて来た時とそう毛量は変わらない。増えてはいないようだが、薬の効果がしっかりと出ているようで胸を撫で下ろした。一先ずは、強力な呪いの進行をなんとか止められている。

「あとは……」

「ラナの用意する人魚の涙だけだな」

「…………」

　マシューの口調は些か責める色を孕むもので、ラナは黙り込んで気不味そうに目を逸らす。濁りの混じった不快さがラナを埋め尽くし、逸らした目線を床に落とした。

「目を逸らすな、どうなっているんだ」

「…………それが、実はまだ、でして……」

　はぁ、とこれみよがしに吐かれたマシューの溜息が耳朶を擽る。呆れよりは落胆の匂いが強い吐息は、ラナの心臓をぐりりと抉った。

「進捗状況は？」

「手応えなし！」

「……」

　半ば開き直る形でマシューを見ると、眉間に深く皺を作り、腕を組んでラナを見ていた。現役軍人で強面の男の睨みは、いくら見慣れているとはいえ怖い。凄みのある顔面に向かって取り繕うようにして口を開いた。

「ご、ごめんてば。頑張るから！」

「本当に頼むぞ」

「わかってる。涙が手に入って薬が完成したら家まで持っていくよ」

　早口で告げたラナの言葉に念押しすると、その後強面の表情が和らぐ。言いたいことを告げたあと、その内容を引き摺らないのはマシューの長所である。そのこざっぱりとした性格はラナにとって居心地のいいものだ。

「ああ、わかった。……いや、やはり連絡を寄越せ。俺が取りに来る」

「ん？　なんで？」

　一度は同意したのに、少しの間を置いて覆され、ラナは首を傾げた。マシューが顎に手を当てて床を見る姿がどこか真剣で、疑問と不安が込み上げる。

　そんなラナを他所に、マシューは立ち上がって軍帽を被り直した。

「今はあまり外出しないほうがいい、最近はかなり物騒だからな」

「と、言いますと？」

「俺が追っている犯罪組織がいるだろう？」

　低く硬い声、胡乱な顔付き、射抜くような視線で、ラナは縫い留められたようにその場に佇む。立ち上がったマシューを見上げると、肩を窄めるラナとは反対に姿勢良く、仁王立ちでラナを見下ろしてきた。

　最初にマシューから仕事を依頼された時に話していた、朧気な記憶の中から、出奔してしまった犯罪組織の話を呼び起こす。

「あの、辺境付近で追い詰めて、逆上してマシューに呪いを掛けた呪術師のいる？」

「そうだ。活動を再開したらしいが、どうやら最近はこの辺りまで足を伸ばして来ることもあるらしい。だからあまり外出しないほうがいい」

「この辺りって言っても街とかでしょう？　こんな森の奥にはなにもないし来ないよ」

　かなり非道な犯罪組織だとは最初に言っていたが、犯罪を犯すのならば人が居る場所でだ。いつだって大きな金額が動くのは王都や大都市。なんの変哲もない森の奥の小屋に用はないだろう。

「まぁ、そうなんだが……。念には念を入れてな」

「うん、わかった。外出は控える」

　マシューの口端が僅かに下がるのを、ラナは見逃さなかった。幼い時からのマシューがする癖。普通に見れば不機嫌に見える表情だが、これはマシューの〝心配〟の表情だ。

　そのくすぐったい気持ちを受けたラナは、せめて安心させようと柔らかく笑って、大人しく助言に従うと約束した。二月に一度の品物の卸しも終わったばかりだし、特に街に出かける用事もない。

「俺もいつでもすぐ駆け付けてやれるわけじゃないからな。そうしてくれ。……じゃあ素材は渡したぞ」

　ラナの返答を聞いて安堵したのか、話は終わりだとばかりに壁に立て掛けてあった長剣をベルトに通して、マシューが背を向けた。一刻も早くこの場を去りたいという雰囲気がダダ漏れで、やはり薬の匂いがどうしても嫌いなのだと再確認し、苦笑が漏れた。

「うん、なるべく早く、薬渡せるようにする」

「頼んだ。戸締まりしっかりするんだぞ、じゃあな」

「はーい、またね」

　マシューが立ち去り、立て付けの悪い扉が閉まると同時に、言い付け通りにしっかりと施錠する。あまり使わない鍵を回すと金属特有のガシャンと言う音がして、重苦しい空気に苛まれた。人気の無い森の奥で生活するラナに鍵をかける習慣はない。マシューの心配が現実になることはないだろうが、念のためしばらくの間は鍵をかける生活をしようと心に決めた。

　その日、フィーリオはラナの元を訪ねて来なかった。

















35　馬は思った、重いと












　──釘を刺す。

　正にこの言葉がピッタリだと、フィーリオはそう思った。

　フィーリオは転移の魔法が成功したことに安堵した。辺りはここ最近見慣れてきた湖の底で、濁った色の泥が沈澱しているのに、水は澄んでいて美しい。毎回その不思議なコントラストを見ると、転移魔法が上手くいったのだと分かる合図になっていた。

　元々、水魔法以外はあまり得意でないが、この転移の魔法は通常と異なり水を介する人魚特有のものだ。他の魔法よりもまだマシな部類に入るのだろう。

　水から顔を出し、草の生えた陸地に体を打ち上げると尾を消して人間の足に変化させた。ラナの設置してくれた小さな木箱を開くと、今日も綺麗に折り畳まれた洋服が入っていて、思わず笑みが溢れた。

　長い髪に絡むように含んだ水分を両手で捻って少し排出させ、それから魔法で水分を飛ばしてしまう。湖の縁に座ったまま服に手を伸ばすと、ラナの家から扉の開く軋む音がしてそちらに視線を向けた。

　出て来たのは見覚えのある筋骨隆々な男で、フィーリオはラナがこの男をマシューと呼んでいたのを思い出す。

（ああ、コイツは）

　同時に想起されたのは、初めてマシューと出会ったときの不快な感情だ。あれはフィーリオの誤解であったが、苦手意識のようなものがこびりついていた。

　いくら幼馴染だとしても、異性。好いた相手の周りを男が彷徨くのが、心理的抵抗感を齎すのだとフィーリオは初めて知った。

　……とはいえ。ここで絡んだり、わざとらしい嫌悪感や敵意を見せることは本意ではない。ラナにとってはこの男は友人なのだから。

　フィーリオはふいと視線を逸らし、手早く洋服を身に着けた。背後から視線を感じたので、恐らくマシューもフィーリオに気が付いたのだろう。

　そのまま立ち去る筈だと思っていたフィーリオの予想は奇しくもはずれ、すぐ背後から人の気配がした。

「おい」

「……なにか用かな」

　低い男の声で呼び掛けられ、フィーリオは振り返りもせずにボトムスの裾を捲っていく。二回、三回と折り込んでふくらはぎをあらわにすると、一呼吸置いてから簡潔に返答した。

「前も会ったな。お前が涙の出処だろう」

「さぁ……。なんのことだか分からないけれど」

　それに対するマシューの言葉も簡潔なもので、必要以上に余計なお喋りはしないのだという意思がフィーリオに伝わった。

　想像もしていなかった言葉に些か動揺するが、表に出さずに淡々と声を絞り出した。だが、鋭い人間なら分かることだ。こんな森の奥の小屋に住む女性を訪ねてくる者など居ない。

　ラナは人魚の涙を求めていて、その期間にフィーリオが頻繁に出入りしているとなれば、その正体が割れてしまっても不思議ではないだろう。

「俺の目は節穴ではない。別に話したくないならばそれでも構わないが、ラナを傷付けたら許さない」

「それは……言われなくても、そのつもりだよ」

　フィーリオはマシューに背を向けたまま、再び地に座り湖に脚を浸けた。冷たい水はフィーリオにとって慣れ親しんだもので、その自然な心地よさに気持ちが穏やかに和らぐ。

　マシューの言うとおり、事実目が曇っているわけではなさそうだ。少ない情報量から答えを導き出し、そしてその答えは正解である。真実を見抜く鑑識眼に、これ以上誤魔化し続けても意味はなく、かといって肯定もせずに曖昧に頷いた。

「……」

「……」

　マシューはフィーリオの言葉が予想外だったようで、瞠目して口を噤んだ。二人の間に気不味い沈黙が流れたがそれは一瞬で、直ぐ様マシューが言葉を続けた。

「ならさっさと用を済ませて姿を眩ませばいいだろう。いつまで居座るつもりなんだ。……お前は危険だ。自分にどれほどの価値があるのか分かっていない」

「……」

「ラナは愛情深い。そして拒むのが苦手だ。依頼をしている俺が言えたことではないが、弄ぶつもりなら止めてくれ。親友なんだ。傷付けてまで呪いを解こうとは思わない」

　背後から投げられた言葉は、フィーリオの胸の内を抉った。もちろんフィーリオを気に入らないという心は透けて見えたが、なによりラナを心配しているのが伝わる。

　元より低い声を一層低くし、警告のように紡がれる言葉は鎖のようにキリキリとフィーリオの心を縛った。

　フィーリオにとって最初で最後の恋。今後、他の誰かを愛することもできず、ラナだけに焦がれ続ける運命だ。

「どうせ……もう、そろそろ……」

　ゆっくりと振り返り、下からマシューを見上げた。

　三白眼に近い愛想の悪い目と、フィーリオの切れ長な目。絡まる二つの視線は対峙し、フィーリオはぽつりと呟いた。

「……なんだ？」

「いや、なんでもないよ」

　ほぼ唇を動かさずに吐き出した声はマシューに届かず、溶けて消えてしまう。短い膠着状態から先に視線を外したのはフィーリオで、再び湖に目を向けるとふるりと首を振った。

　地に根を這わせる草を知らず知らずのうちに力を入れて掴んでいたようで、ふっと筋肉を緩めて離し、土で汚れた指を水に浸した。

「とにかく、早く用を済ませろ」

「……ああ、そうだね」

　じゃあ、とも、さよなら、とも言わず、ただ遠ざかる足音が背後から響く。伝えたいことは言い終わったらしい。

　カチャ、と鐙あぶみに足を掛けた音が聞こえた。直ぐに蹄鉄ていてつが地を蹴る、カラカラという乾いた音が森に消えた。

　指先についた土汚れを洗い、そして無意識に溜息を溢す。服を脱ぐこともせず、そのまま水中に体を沈めた。

　一言だけでも声をかけなければ。頭ではそう分かっているのに、どうしても気分になれず、纏わり付く衣類の煩わしさに苛々としながら帰路についた。

　その日、フィーリオはラナの元を訪れなかった。







前編Ｆｉｎ．

（※後編に続く）
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